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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその駆動制御方法

(57)【要約】
【課題】  フリッカーの発生や水平解像度の低下等の画
質の劣化を招くことなく、現行のテレビジョン方式に対
応したインターレース映像信号に基づくテレビ映像を表
示することができる液晶表示装置及びその駆動制御方法
を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置は、液晶画素１１Ｒ、１１
Ｇ、１１Ｂがデルタ配列された液晶表示パネル１０Ａ
と、行方向に延在する走査線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・
に走査信号を印加して、行毎の液晶画素１１Ｒ、１１
Ｇ、１１Ｂを選択状態にするゲートドライバ３０と、液
晶表示パネル１０Ａを挟んで上方及び下方に対向して配
置され、列方向に延在する信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・
・・を介して各液晶画素１１Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂに表示
信号に基づく信号電圧を印加する一対のソースドライバ
２０Ａ、２０Ｂと、各ソースドライバ２０Ａ、２０Ｂに
供給される表示信号の供給状態を切り替える表示信号切
替回路６０Ａと、を有している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の信号線と複数の走査線をマトリク
ス状に配設し、該信号線及び該走査線の各交点近傍に、
該信号線及び該走査線に接続された表示画素を配置した
表示手段と、二つのフィールド表示期間を有するインタ
ーレース映像信号を供給する映像信号供給手段と、前記
複数の走査線を順次走査する走査駆動手段と、前記各信
号線に前記インターレース映像信号に基づく信号電圧を
印加する信号駆動手段と、を備えた液晶表示装置におい
て、
前記走査駆動手段は、前記インターレース映像信号の１
水平走査期間の半分の期間毎に、前記複数の走査線のう
ち、隣接した前記走査線を順次走査するとともに、前記
フィールド表示期間毎に、前記複数の走査線の走査を開
始するタイミングを１水平走査期間の半分の期間だけ異
ならせ、
前記信号駆動手段は、前記信号線を介して、前記走査タ
イミングに基づいて、前記走査駆動手段により順次走査
される前記隣接した走査線毎に接続された前記表示画素
に、信号極性を互いに反転させた、前記インターレース
映像信号の水平走査期間の表示信号に基づく信号電圧
を、前記１水平走査期間の半分の期間毎に印加すること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記信号駆動手段は、前記隣接した走査
線毎に接続された前記表示画素に、前記信号極性を互い
に反転させた信号電圧を印加する順序を、前記フィール
ド表示期間毎に逆転させることを特徴とする請求項１記
載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記表示手段に配置される前記表示画素
は、前記インターレース映像信号を構成する赤、緑、青
の各色信号に対応して設けられるとともに、前記表示画
素相互がデルタ状に配置され、
前記複数の信号線は、各々、前記赤、緑、青の各色信号
のうち、何れか２色の色信号に対応して設けられた前記
表示画素に接続され、
前記信号駆動手段は、１水平走査期間毎に、前記インタ
ーレース映像信号より、前記隣接した走査線毎に接続さ
れた前記表示画素に対応する色信号の前記信号電圧を、
前記隣接した走査線毎に接続された前記表示画素の配置
に対応したタイミングで取り込み、１水平走査期間の半
分の期間毎に前記信号極性を交互に反転させて、前記信
号線を介して前記表示画素に印加することを特徴とする
請求項１又は２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記信号駆動手段は、前記表示手段を介
して、互いに同一の前記信号線に接続されて対向するよ
うに一対設けられ、一方の信号駆動手段により前記イン
ターレース映像信号の非反転信号を、また、他方の信号
駆動手段により前記インターレース映像信号の信号極性
を反転した反転信号を取り込み、１水平走査期間の半分
の期間毎に、同一の前記信号線に対して、前記一対の信
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号駆動手段から前記非反転信号及び反転信号に基づく前
記信号電圧を交互に印加することを特徴とする請求項１
乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記信号駆動手段は、少なくとも、前記
インターレース映像信号の非反転信号及び前記反転信号
を個別に取り込み、保持する一対のサンプルホールド手
段を備え、
一方のサンプルホールド手段により前記インターレース
映像信号の非反転信号を、また、他方のサンプルホール
ド手段により前記インターレース映像信号の信号極性を
反転した反転信号を取り込み、１水平走査期間の半分の
期間毎に、同一の前記信号線に対して、前記一対のサン
プルホールド手段から前記非反転信号及び反転信号に基
づく前記信号電圧を交互に印加することを特徴とする請
求項１乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】  前記インターレース映像信号は、所定の
テレビジョン方式に対応するインターレース駆動のビデ
オ信号であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれ
かに記載の液晶表示装置。
【請求項７】  複数の信号線と複数の走査線をマトリク
ス状に配設し、該信号線及び該走査線の各交点近傍に、
該信号線及び該走査線に接続された表示画素を配置した
表示手段を備え、二つのフィールド表示期間を有するイ
ンターレース映像信号が供給され、前記複数の走査線を
順次走査しつつ、前記各信号線に前記インターレース映
像信号に基づく信号電圧を印加して、前記表示手段に所
定の画像情報を表示する液晶表示装置の駆動制御方法に
おいて、
前記インターレース映像信号の１水平走査期間の半分の
期間毎に、前記複数の走査線のうち、隣接した前記走査
線を順次走査するとともに、前記表示手段のフィールド
表示期間毎に、前記複数の走査線の走査を開始するタイ
ミングを１水平走査期間の半分の期間だけずらして行
い、
前記走査線が順次走査されるタイミング毎に、前記信号
線を介して、該走査される走査線に接続された前記表示
画素に、前記インターレース映像信号の水平走査期間の
表示信号に基づく信号電圧および該信号電圧の信号極性
を反転した信号電圧を、前記１水平走査期間の半分の期
間毎に、交互に印加することを特徴とする液晶表示装置
の駆動制御方法。
【請求項８】  前記隣接した走査線毎に接続された前記
表示画素に対し、前記信号極性を互いに反転させた信号
電圧を印加する順序を、前記フィールド表示期間毎に逆
転させることを特徴とする請求項７記載の液晶表示装置
の駆動制御方法。
【請求項９】  前記表示手段に配置される前記表示画素
は、前記インターレース映像信号を構成する赤、緑、青
の各色信号に対応して設けられるとともに、前記表示画
素相互がデルタ状に配置され、
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前記表示画素への前記信号電圧の印加に先立って、１水
平走査期間毎に前記インターレース映像信号をより、前
記走査線毎に接続された前記表示画素に対応する色信号
の前記信号電圧を、前記隣接した走査線毎に接続された
前記表示画素の配置に対応したタイミングで取り込み、
１水平走査期間の半分の期間毎に前記信号極性を交互に
反転させて、前記信号線を介して前記表示画素に印加す
ることを特徴とする請求項７又は８記載の液晶表示装置
の駆動制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置及び
その駆動制御方法に関し、特に、現行のテレビジョン方
式に対応するインターレース映像信号に基づいて、比較
的画面サイズの大きい液晶表示パネルにテレビ映像を表
示することができる液晶表示装置及びその駆動制御方法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、コンピュータやテレビジョン等の
情報機器や映像機器のモニタやディスプレイとして、従
来のブラウン管（ＣＲＴ）を備えた表示装置に替えて、
薄型、軽量で省スペース化が可能であって、低消費電力
駆動が可能等の特徴を有する液晶表示装置（Liquid Cry
stal Display；ＬＣＤ）が多用されるようになってきて
いる。
【０００３】従来の液晶表示装置は、図２０に示すよう
に、概略、液晶表示パネル１１０の列方向に配置された
ソースドライバ（信号ドライバ）１２０と、行方向に配
置されたゲートドライバ（走査ドライバ）１３０と、を
有して構成されている。なお、ここでは、液晶表示装置
の一例として、アクティブマトリックス型の液晶表示パ
ネルを用いた液晶表示装置を示す。
【０００４】液晶表示パネル１１０は、例えば、マトリ
クス状に配置され、画素電極、及び、画素電極に対向し
て配置された共通電極（コモン電極：電圧Ｖcom）、画
素電極と共通電極の間に充填された液晶からなる液晶容
量Ｃlc、液晶容量Ｃlcに並列に形成された蓄積容量Ｃｓ
を有して構成された複数の液晶画素１１１と、各画素電
極にソースが接続された複数の薄膜トランジスタ（Thin
 Film Transistor；以下、「画素トランジスタ」と記
す）ＴＦＴと、マトリクスの行方向に延伸し、複数の画
素トランジスタＴＦＴのゲートに接続された走査線（ゲ
ートライン）Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・と、マトリクス
の列方向に延伸し、複数の画素トランジスタＴＦＴのド
レインに接続された信号線（データライン）Ｓ１、Ｓ
２、Ｓ３、・・・と、を備え、ゲートドライバ１３０に
より走査、選択された液晶画素１１１に対して、ソース
ドライバ１２０により映像信号に基づく所定の信号電圧
を印加することにより、液晶の配列を制御して所定の画
像情報を表示出力する。
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【０００５】ソースドライバ１２０は、図示を省略した
サンプルホールド回路とシフトレジスタと、を備え、水
平制御信号に基づいて、シフトレジスタにより順次出力
された制御信号が、サンプルホールド回路に供給される
ことにより、映像信号を構成する赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
青（Ｂ）の各色の表示信号（アナログＲＧＢ信号）がサ
ンプルホールド回路に取り込まれて保持（サンプルホー
ルド）され、所定のタイミングで所定の信号電圧に増幅
されて、液晶表示パネル１１０の各信号線Ｓ１、Ｓ２、
Ｓ３、・・・に印加される。
【０００６】一方、ゲートドライバ１３０は、図示を省
略したシフトレジスタとバッファと、を備え、垂直制御
信号に基づいて、シフトレジスタにより所定の方向に順
次出力された制御信号（選択信号）が、バッファを介し
て走査信号（ゲート信号）として液晶表示パネル１１０
の各走査線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・に印加されること
により、各画素トランジスタＴＦＴが駆動制御され、上
記ソースドライバ１２０により各信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ
３、・・・に印加された信号電圧が、画素トランジスタ
ＴＦＴを介して、各液晶画素１１１（画素電極）に印加
される。
【０００７】このような構成を有する液晶表示装置にお
いて、ＮＴＳＣやＰＡＬ等の現行のテレビジョン方式
（放送規格）に対応するインターレース駆動のビデオ信
号（インターレース映像信号）に基づく画像情報（テレ
ビ映像）を液晶表示パネルに表示するための駆動制御方
法として、各種の方式が知られている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】以下、上記インターレ
ース映像信号に基づく画像情報を液晶表示パネルに表示
するための駆動方式としては以下のような方式がある。
（１）インターレース駆動方式：液晶表示パネルの走査
線１本おきに走査信号を出力して、インターレース映像
信号をそのまま表示する方式であり、図２１に示すよう
に、１フィールドおきにコモン電圧Ｖcomと映像信号の
極性が反転する関係となるように駆動する。
【０００９】（２）ハーフライン駆動方式：奇数、偶数
フィールドにおいて隣り合う走査信号を同一の走査線に
出力して映像信号を表示する方法である。すなわち、水
平走査線数が２２０～２４０本の小型の液晶パネルにお
いて、奇数、偶数フィールドの隣り合う走査信号を同一
の走査線に出力することにより、１フィールド分の映像
信号のみで１フレームを表示する方式である。
【００１０】（３）ノンインターレース駆動方式：イン
ターレース映像信号よりも走査線数の多い液晶表示パネ
ルに対して、奇数、偶数フィールド毎に隣り合う２本の
走査線に対応する映像信号から、該走査線間の補間デー
タを信号極性を考慮しつつ生成して、各走査線に出力す
ることにより１フレーム分の映像信号を表示する方式で
ある。



(4) 特開２００２－３３３８６７

10

20

30

40

50

5
【００１１】（４）ペアライン駆動方式：奇数、偶数フ
ィールド毎に液晶表示パネルの隣り合う２本の走査線に
対して走査信号を同時に出力し、かつ、フィールド毎に
走査される走査線の組み合わせを変える方式であり、図
２２に示すように、隣り合う２本ずつの走査線に同じ映
像信号を出力し、かつ、各フィールド毎に走査線の組み
合わせを異ならせることにより、液晶表示パネルをフル
ライン駆動させる。
【００１２】加えて、液晶表示装置においてテレビ映像
を表示する場合にあっては、ブラウン管における画素配
列と同様に、映像信号を構成する赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
青（Ｂ）の各色信号に対応する表示画素（液晶画素）
を、テレビ映像の表示に適したデルタ状に配列した構成
を有する液晶表示パネルが適用される。具体的には、図
２３に示すように、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の表示画素が略均一
な配置となるように、デルタ（Δ）状に配列され、か
つ、同色の表示画素相互が同一の信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ
３、・・・により、列方向（図面上下方向）に接続され
た構成を有している。この場合、同一の信号線Ｓ１、Ｓ
２、Ｓ３、・・・に接続される表示画素は、相互に１．
５画素ずつ水平方向にずれた位置に配置されることにな
る。
【００１３】上記各駆動方式において、インターレース
駆動方式では、反転駆動の周期が１５Ｈｚとなってフリ
ッカーが顕著に現れ、液晶表示パネルの表示品位が低い
という問題があった。また、ハーフライン駆動方式で
は、走査線数が少ない小型パネルでは良いが、走査線数
の多い大型液晶表示パネルでは２ラインを同時に走査す
ることになるため、表示品位の劣化が大きいという問題
があった。また、ノンインターレース駆動方式では、高
い表示品位を得ることができるが、補間データを作成す
るために大量のメモリを必要とするうえ、周辺回路の構
成も複雑となってコストが上昇するという問題があっ
た。さらに、ペアライン駆動方式は、大量のメモリを必
要とすることなく、大型の液晶表示パネルに対しても比
較的良好な表示品位を得ることができるが、前記ノンイ
ンターレース駆動方式より劣り、表示品質をより一層向
上させるためにライン反転駆動等を行おうとすると、駆
動制御が複雑化するとともに、回路規模も大型化するた
め、コストが上昇するという問題を有していた。
【００１４】また、上記のようにデルタ状に配列された
表示画素を有する液晶表示パネルに対して、例えばペア
ライン駆動を行った場合、隣接走査線間で表示画素の水
平位置がずれているため、表示される画像の輪郭が不均
一になり、水平解像度が低下するという問題を有してい
た。
【００１５】そこで、本発明は、上述した課題に鑑み、
現行のテレビジョン方式に対応したインターレース映像
信号に基づくテレビ映像を大型の液晶表示パネルに表示
するに際し、フリッカーの発生を抑えて良好な表示品位
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を得ることができる液晶表示装置及びその駆動制御方法
を、少ない回路規模で、駆動制御を複雑化することなく
コストの上昇を抑えて、提供することを目的とする。さ
らに、本発明は、デルタ状に配列された表示画素を有す
る液晶表示パネルにおいて、水平解像度の低下を招くこ
とのない駆動制御方法を提供することを目的とする。
【００１６】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の液晶表示
装置は、複数の信号線と複数の走査線をマトリクス状に
配設し、該信号線及び該走査線の各交点近傍に、該信号
線及び該走査線に接続された表示画素を配置した表示手
段と、二つのフィールド表示期間を有するインターレー
ス映像信号を供給する映像信号供給手段と、前記複数の
走査線を順次走査する走査駆動手段と、前記各信号線に
前記インターレース映像信号に基づく信号電圧を印加す
る信号駆動手段と、を備えた液晶表示装置において、前
記走査駆動手段は、前記インターレース映像信号の１水
平走査期間の半分の期間毎に、前記複数の走査線のう
ち、隣接した前記走査線を順次走査するとともに、前記
フィールド表示期間毎に、前記複数の走査線の走査を開
始するタイミングを１水平走査期間の半分の期間だけ異
ならせ、前記信号駆動手段は、前記信号線を介して、前
記走査タイミングに基づいて、前記走査駆動手段により
順次走査される前記隣接した走査線毎に接続された前記
表示画素に、信号極性を互いに反転させた、前記インタ
ーレース映像信号の水平走査期間の表示信号に基づく信
号電圧を、前記１水平走査期間の半分の期間毎に印加す
ることを特徴としている。
【００１７】また、請求項２記載の液晶表示装置は、請
求項１記載の液晶表示装置において、前記信号駆動手段
は、前記隣接した走査線毎に接続された前記表示画素
に、前記信号極性を互いに反転させた信号電圧を印加す
る順序を、前記フィールド表示期間毎に逆転させること
を特徴としている。
【００１８】また、請求項３記載の液晶表示装置は、請
求項１又は２記載の液晶表示装置において、前記表示手
段に配置される前記表示画素は、前記インターレース映
像信号を構成する赤、緑、青の各色信号に対応して設け
られるとともに、前記表示画素相互がデルタ状に配置さ
れ、前記複数の信号線は、各々、前記赤、緑、青の各色
信号のうち、何れか２色の色信号に対応して設けられた
前記表示画素に接続され、前記信号駆動手段は、１水平
走査期間毎に、前記インターレース映像信号より、前記
隣接した走査線毎に接続された前記表示画素に対応する
色信号の前記信号電圧を、前記隣接した走査線毎に接続
された前記表示画素の配置に対応したタイミングで取り
込み、１水平走査期間の半分の期間毎に前記信号極性を
交互に反転させて、前記信号線を介して前記表示画素に
印加することを特徴としている。
【００１９】また、請求項４記載の液晶表示装置は、請
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7
求項１乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、前記信号駆動手段は、前記表示手段を介して、互い
に同一の前記信号線に接続されて対向するように一対設
けられ、一方の信号駆動手段により前記インターレース
映像信号の非反転信号を、また、他方の信号駆動手段に
より前記インターレース映像信号の信号極性を反転した
反転信号を取り込み、１水平走査期間の半分の期間毎
に、同一の前記信号線に対して、前記一対の信号駆動手
段から前記非反転信号及び反転信号に基づく前記信号電
圧を交互に印加することを特徴としている。
【００２０】また、請求項５記載の液晶表示装置は、請
求項１乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置におい
て、前記信号駆動手段は、少なくとも、前記インターレ
ース映像信号の非反転信号及び前記反転信号を個別に取
り込み、保持する一対のサンプルホールド手段を備え、
一方のサンプルホールド手段により前記インターレース
映像信号の非反転信号を、また、他方のサンプルホール
ド手段により前記インターレース映像信号の信号極性を
反転した反転信号を取り込み、１水平走査期間の半分の
期間毎に、同一の前記信号線に対して、前記一対のサン
プルホールド手段から前記非反転信号及び反転信号に基
づく前記信号電圧を交互に印加することを特徴としてい
る。さらに、請求項６記載の液晶表示装置は、請求項１
乃至５のいずれかに記載の液晶表示装置において、前記
インターレース映像信号は、所定のテレビジョン方式に
対応するインターレース駆動のビデオ信号であることを
特徴としている。
【００２１】そして、請求項７記載の液晶表示装置の駆
動制御方法は、複数の信号線と複数の走査線をマトリク
ス状に配設し、該信号線及び該走査線の各交点近傍に、
該信号線及び該走査線に接続された表示画素を配置した
表示手段を備え、二つのフィールド表示期間を有するイ
ンターレース映像信号が供給され、前記複数の走査線を
順次走査しつつ、前記各信号線に前記インターレース映
像信号に基づく信号電圧を印加して、前記表示手段に所
定の画像情報を表示する液晶表示装置の駆動制御方法に
おいて、前記インターレース映像信号の１水平走査期間
の半分の期間毎に、前記複数の走査線のうち、隣接した
前記走査線を順次走査するとともに、前記表示手段のフ
ィールド表示期間毎に、前記複数の走査線の走査を開始
するタイミングを１水平走査期間の半分の期間だけずら
して行い、前記走査線が順次走査されるタイミング毎
に、前記信号線を介して、該走査される走査線に接続さ
れた前記表示画素に、前記インターレース映像信号の水
平走査期間の表示信号に基づく信号電圧および該信号電
圧の信号極性を反転した信号電圧を、前記１水平走査期
間の半分の期間毎に、交互に印加することを特徴として
いる。
【００２２】また、請求項８記載の液晶表示装置の駆動
制御方法は、請求項７記載の液晶表示装置の駆動制御方
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法において、前記隣接した走査線毎に接続された前記表
示画素に対し、前記信号極性を互いに反転させた信号電
圧を印加する順序を、前記フィールド表示期間毎に逆転
させることを特徴としている。
【００２３】さらに、請求項９記載の液晶表示装置の駆
動制御方法は、請求項７又は８記載の液晶表示装置の駆
動制御方法において、前記表示画素への前記信号電圧の
印加に先立って、１水平走査期間毎に前記インターレー
ス映像信号をより、前記走査線毎に接続された前記表示
画素に対応する色信号の前記信号電圧を、前記隣接した
走査線毎に接続された前記表示画素の配置に対応したタ
イミングで取り込み、１水平走査期間の半分の期間毎に
前記信号極性を交互に反転させて、前記信号線を介して
前記表示画素に印加することを特徴としている。
【００２４】
【発明の実施の形態】以下、本発明に係る液晶表示装置
及びその駆動制御方法について、実施の形態を示して説
明する。
＜第１の実施形態＞まず、本発明が適用される液晶表示
装置の全体構成について、図面を参照しながら説明す
る。ここでは、液晶表示装置としてアクティブマトリッ
クス型液晶表示パネルを用いた場合の構成について説明
する。
【００２５】図１は、本発明に係る液晶表示装置の全体
構成を示す概略ブロック図である。図２は、本発明に係
る液晶表示装置に適用される液晶表示パネル及びゲート
ドライバを示す概略構成図である。ここで、必要に応じ
て、従来技術に示した液晶表示パネルの構成（図２０）
及びその駆動方法（図２２）を参照しながら説明する。
また、以下に示す実施形態においては、液晶表示パネル
として、例えば、走査線数が４４０本の比較的大型の表
示パネルを適用した場合について説明する。
【００２６】図１、図２に示すように、本発明が適用さ
れる液晶表示装置は、大別して、液晶画素（表示画素）
１１が２次元配列された液晶表示パネル（表示手段）１
０と、映像信号（ＮＴＳＣ方式に対応したインターレー
ス映像信号）に基づく所定の信号電圧を出力するソース
ドライバ（信号駆動手段）２０と、走査線を順次走査し
て、該走査線に接続された液晶画素に上記信号電圧を印
加するゲートドライバ（走査駆動手段）３０と、ソース
ドライバ２０及びゲートドライバ３０における動作タイ
ミングを制御する制御信号を生成、出力するＬＣＤコン
トローラ４０と、映像信号を所定のアナログＲＧＢ信号
に変換するとともに、複合同期信号を抽出するクロマイ
ンターフェース回路５０と、を有して構成されている。
【００２７】液晶表示パネル１０は、図２及び図２０に
示すように、概略、対向する透明基板（図示を省略）間
に、液晶表示パネル１０の列方向に延伸して配設され、
ソースドライバ２０に接続された信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ
３、・・・と、液晶表示パネル１０の行方向に延伸して
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9
配設され、ゲートドライバ３０に接続された走査線Ｇ
１、Ｇ２、Ｇ３、・・・と、マトリクス状に配設された
信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・・・及び走査線Ｇ１、Ｇ
２、Ｇ３、・・・の交点近傍に配置された画素電極、各
画素電極に対向して共通に配置された共通電極、画素電
極と共通電極の間に充填された液晶からなる液晶容量Ｃ
lc、液晶容量Ｃlcに並列に形成された蓄積容量Ｃｓから
なる複数の液晶画素１１と、画素電極にソースが接続さ
れ、走査線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・にゲートが接続さ
れ、信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・・・にドレインが接続
された画素トランジスタＴＦＴと、を有して構成されて
いる。
【００２８】なお、図２においては、液晶画素１１をス
トライブ状に配列した液晶表示パネル１０を示したが、
本発明に係る液晶表示装置は、このようなストライブ状
に配列された液晶画素を有する液晶表示パネルに適用で
きるとともに、後述するように、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
青（Ｂ）の各色信号に対応した液晶画素をデルタ状に配
列した構成を有する液晶表示パネルに対しても良好に適
用することができる。
【００２９】ソースドライバ２０は、ＬＣＤコントロー
ラ４０に内蔵されるタイミングジェネレータ４０ａ（詳
しくは、後述する）から供給される水平制御信号に基づ
いて、クロマインターフェース回路５０から供給される
アナログＲＧＢ信号（表示信号）を所定のタイミングで
取り込んで（サンプリングして）保持し、所定のタイミ
ングで該アナログＲＧＢ信号に対応する信号電圧を各信
号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・・・に出力、供給する。な
お、ソースドライバ２０の具体的な構成及び動作につい
ては、詳しく後述する。
【００３０】ゲートドライバ３０は、ＬＣＤコントロー
ラ４０に内蔵されるタイミングジェネレータ４０ａから
供給される垂直制御信号（ゲートスタート信号ＧＳＲ
Ｔ、ゲートクロック信号ＧＰＣＫ）に基づいて、各走査
線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・に走査信号を順次印加する
ことにより選択状態とし、上記信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ
３、・・・との交点近傍に配置された画素トランジスタ
ＴＦＴをオン状態として、液晶画素（画素電極）１１に
上記信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・・・に供給された信号
電圧を印加する。
【００３１】ゲートドライバ３０は、具体的には、図２
に示すように、シフトレジスタとバッファからなるブロ
ックＳＢ１、ＳＢ２、ＳＢ３、・・・を、走査線Ｇ１、
Ｇ２、Ｇ３、・・・の数に対応して複数段備え、タイミ
ングジェネレータ４０ａから供給される垂直制御信号に
基づいて、各シフトレジスタにより、液晶表示パネル１
０の上方から下方に順次シフトして出力されたシフト出
力が、バッファを介して走査信号（ゲート信号）として
液晶表示パネル１０の各走査線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・
・に印加される。

10
【００３２】ＬＣＤコントローラ４０は、主に、後述す
るクロマインターフェース回路５０（ＲＧＢデコーダ５
１）から供給される水平同期信号ＨＤ及び垂直同期信号
ＶＤに基づいて、タイミングジェネレータ４０ａにより
垂直制御信号（ゲートスタート信号ＧＳＲＴ、ゲートク
ロック信号ＧＰＣＫ）を生成して、ゲートドライバ３０
に供給するとともに、水平制御信号（サンプリングスタ
ート信号ＳＲＴ等）を生成して、ソースドライバ２０に
供給する。なお、ＬＣＤコントローラ４０（又は、タイ
ミングジェネレータ４０ａ）は、上述したゲートスター
ト信号ＧＳＲＴ、ゲートクロック信号ＧＰＣＫの他に、
シフトクロック信号ＣＫＡ、ＣＫＢ、シフトスタート信
号ＳＡ、ＳＢ、出力イネーブル信号ＯＥＡ、ＯＥＢ、サ
ンプルホールド制御信号ＳＷ等の各種制御信号を生成、
出力する。
【００３３】クロマインターフェース回路５０は、大別
して、ＲＧＢデコーダ５１と反転アンプ５２とを備えて
構成されている。クロマインターフェース回路５０は、
ＲＧＢデコーダ５１により、入力された映像信号（ＮＴ
ＳＣ方式に対応したインターレース映像信号）から上記
水平同期信号ＨＤ、垂直同期信号ＶＤ及びシステムクロ
ックＣＳＹＮＣを分離して、上記ＬＣＤコントローラ４
０等に供給するとともに、映像信号からＲ、Ｇ、Ｂの各
色信号（デジタルＲＧＢ信号）を分離し、反転アンプ５
２により反転処理して、アナログＲＧＢ信号（表示信
号）を生成し、ソースドライバ２０に出力する。
【００３４】ここで、本発明においては、上述したよう
な構成を有する液晶表示装置にインターレース映像信号
からなる映像信号が入力されて、各走査線を映像信号の
水平走査期間の半分の期間毎に順次走査する駆動制御方
法を適用するとともに、各信号線に対して、走査線毎の
ライン反転駆動およびフィールド反転駆動を行う駆動制
御方法を適用する。
【００３５】まず、このような走査線の順次走査駆動を
実現するために適用される具体的な構成例について、図
面を参照して説明する。図３は、本発明に係る液晶表示
装置に適用されるタイミングジェネレータの要部構成を
示すブロック図であり、図４は、本発明に係る液晶表示
装置に適用されるゲートドライバにおける走査開始タイ
ミングを示すタイミングチャートである。図５は、本発
明に係る液晶表示装置に適用される順次走査駆動におけ
る映像信号の表示状態を示す表である。
【００３６】図３に示すように、本実施形態に適用され
るタイミングジェネレータ４０ａは、大別して、水平同
期信号ＨＤをリセット入力とし、基準クロック信号ＣＫ
に基づいて、液晶表示パネル１０の１水平ライン分の画
素数を計数する水平カウンタ４１と、垂直同期信号ＶＤ
をリセット入力とし、水平カウンタ４１からの出力信号
（ゲートクロック信号ＧＰＣＫ；水平走査期間の半分
（Ｈ／２）に相当する信号周期を有する）をクロック入
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11
力として、１フィールド分に対応する水平ライン数を計
数する垂直カウンタ４２と、垂直同期信号ＶＤを入力と
する１bitカウンタ４３と、１bitカウンタ４３からの出
力信号に基づいて、垂直カウンタ４２において予め設定
された２つのカウント出力（例えば、５８カウント出
力、５９カウント出力）のうち、いずれか一方を選択す
る選択回路４４と、選択回路４４により選択されたカウ
ント出力信号及びゲートクロック信号ＧＰＣＫに同期す
る水平カウンタ４１の出力信号（水平ゲートスタート信
号ＨＧＳＲＴ；水平走査期間の半分（Ｈ／２）に相当す
る信号周期を有する）のＡＮＤ論理によりゲートスター
ト信号ＧＳＲＴを出力するＡＮＤ論理ゲート４５と、を
有して構成されている。
【００３７】このような構成を有するタイミングジェネ
レータ４０ａにより生成される垂直制御信号に基づくゲ
ートドライバ３０の動作は、図４に示すように、１bit
カウンタ４３及び選択回路４４により、垂直同期信号Ｖ
Ｄの信号周期に基づいて、垂直カウンタ４２から出力さ
れる２つのカウンタ出力が、奇数／偶数フィールド毎に
選択出力されるので、ＡＮＤ論理ゲート４５から出力さ
れるゲートスタート信号ＧＳＲＴの出力タイミングは、
フィールド毎にＨ／２だけずれるように設定される。こ
れにより、ゲートドライバ３０による奇数／偶数フィー
ルド毎の走査開始タイミング（１ライン駆動開始タイミ
ング）が設定されて、フィールド毎に表示が開始される
映像信号のライン番号が１ライン分（Ｈ／２分）ずれる
ので、順次走査駆動における同じ映像信号ラインに基づ
く信号電圧が供給される走査線の組み合わせをフィール
ド毎に異ならせることができる。
【００３８】具体的には、図４に示すように、ＮＴＳＣ
方式に対応したインターレース映像信号の走査線数５２
５本を奇数／偶数フィールドに分割した２６２本の走査
線に対して、水平カウンタ４１から出力されるゲートク
ロック信号ＧＰＣＫを垂直カウンタ４２により計数した
出力のうち、奇数フィールドにおいては、５８カウント
の出力タイミングで、ゲートスタート信号ＧＳＲＴがゲ
ートドライバ３０に出力され、ゲートクロック信号ＧＰ
ＣＫ（信号周期：Ｈ／２）のタイミングに基づいて、ゲ
ートスタート信号ＧＳＲＴからＨ／２経過後に走査線の
駆動が開始されて、走査線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・に
走査信号がＨ／２毎に順次印加されて選択状態となる。
【００３９】これにより、奇数フィールド側において
は、図５に示すように、映像信号ラインの３０番目の映
像信号に基づく信号電圧が１、２番目の走査線Ｇ１、Ｇ
２に接続された液晶画素１１に、また、３１番目の映像
信号に基づく信号電圧が３、４番目の走査線Ｇ３、Ｇ４
に接続された液晶画素１１に、・・・ｎ＋２９番目（ｎ
は、正の整数）の映像信号に基づく信号電圧が２ｎ－
１、２ｎ番目の走査線Ｇ2n-1、Ｇ2nに接続された液晶画
素１１に、・・・２４９番目の映像信号に基づく信号電
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圧が４３９、４４０番目の走査線Ｇ４３９、Ｇ４４０に
接続された液晶画素１１に、１水平走査期間の半分
（０．５Ｈ）毎に順次書き込まれて表示駆動される。
【００４０】一方、偶数フィールドにおいては、垂直カ
ウンタ４２の５９カウントの出力タイミングで、ゲート
スタート信号ＧＳＲＴがゲートドライバ３０に出力さ
れ、ゲートクロック信号ＧＰＣＫのタイミングに基づい
て、ゲートスタート信号ＧＳＲＴからＨ／２経過後に走
査線の駆動が開始されて、走査線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・
・・に走査信号がＨ／２毎に順次印加されて選択状態と
なる。
【００４１】これにより、偶数フィールド側において
は、図５に示すように、映像信号ラインの３０番目の映
像信号に基づく信号電圧が１番目の走査線Ｇ１に接続さ
れた液晶画素１１に、また、３１番目の映像信号に基づ
く信号電圧が２、３番目の走査線Ｇ２、Ｇ３に接続され
た液晶画素１１に、・・・ｎ＋３０番目（ｎは、正の整
数）の映像信号に基づく信号電圧が２ｎ、２ｎ＋１番目
の走査線Ｇ2n、Ｇ2n+1に接続された液晶画素１１に、・
・・２５０番目の映像信号に基づく信号電圧が４４０番
目の走査線Ｇ４４０に接続された液晶画素１１に、１水
平走査期間の半分（０．５Ｈ）毎に順次書き込まれて表
示駆動される。
【００４２】次に、各信号線に対する走査線毎のライン
反転駆動およびフィールド反転駆動を実現するために適
用される具体的な構成例について、図面を参照して説明
する。図６は、本発明に係る液晶表示装置の第１の実施
形態を示す、上記ゲートドライバ３０に係わる部分を除
く要部構成図である。また、図７は、本実施形態に係る
液晶表示装置に適用されるクロマインターフェース回路
を示す概略構成図であり、図８は、本実施形態に係る液
晶表示装置に適用される表示信号切替回路を示す回路構
成図であり、図９は、本実施形態に係る液晶表示装置に
適用されるソースドライバのサンプルホールド回路を示
す回路構成図である。
【００４３】本実施形態に係る液晶表示装置は、図６に
示すように、液晶画素１１Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂがデルタ
配列された液晶表示パネル１０Ａと、行方向に延在する
走査線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・に接続され、該走査線
Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・に走査信号を印加して、行毎
の液晶画素１１Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂを選択状態にするゲ
ートドライバ（図示を省略；図２参照）３０と、液晶表
示パネル１０Ａを挟んで上方及び下方に対向して配置さ
れ、列方向に延在する信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・・・
に接続されて、該信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・・・を介
して各液晶画素１１Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂに表示信号（ア
ナログＲＧＢ信号）に基づく信号電圧を印加する一対の
ソースドライバ２０Ａ、２０Ｂと、各ソースドライバ２
０Ａ、２０Ｂに供給される表示信号の供給状態を切り替
え制御する表示信号切替回路６０Ａと、を有して構成さ
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れている。
【００４４】液晶表示パネル１０Ａは、Ｒ、Ｇ、Ｂの各
色信号に対応して設けられた液晶画素１１Ｒ、１１Ｇ、
１１Ｂが略均一にデルタ状に配置され、例えば、列方向
に延在するように配設された信号線Ｓ１、Ｓ４、・・・
Ｓ3i+1（ｉは、０以上の整数）に、Ｒ、Ｂの各色に対応
した液晶画素１１Ｒ、１１Ｂが交互に接続され、また、
信号線Ｓ２、Ｓ５、・・・Ｓ3i+2に、Ｇ、Ｒの各色に対
応した液晶画素１１Ｇ、１１Ｒが交互に接続され、さら
に、信号線Ｓ３、Ｓ６、・・・Ｓ3i+3に、Ｂ、Ｇの各色
に対応した液晶画素１１Ｂ、１１Ｇが交互に接続され、
各画素の配置位置は互いに０．５画素分ずれているとと
もに、各信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・・・は、液晶表示
パネル１０Ａの上方及び下方に配置されたソースドライ
バ２０Ａ、２０Ｂの双方に接続されている。ここで、ソ
ースドライバ２０Ａ、２０Ｂは、後述するクロマインタ
ーフェース回路から出力される非反転ＲＧＢ及び反転Ｒ
ＧＢの２系統の表示信号を個別に取り込み、所定のタイ
ミングで同一の信号線に接続された各色の液晶画素１１
Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂに対して、該表示信号に対応した所
定の信号電圧を印加する。
【００４５】なお、本実施形態においては、図６に示し
たように、一対のソースドライバ２０Ａ、２０Ｂに非反
転ＲＧＢ及び反転ＲＧＢの２系統の表示信号を（表示信
号切替回路６０Ａを介して）個別に供給する構成を適用
するために、クロマインターフェース回路として、例え
ば、図７（ａ）に示すように、単一の処理回路（１系統
のクロマインターフェース回路５０Ａ）において、内部
に反転機能部を備え、入力される映像信号に対して、相
互に反転位相の関係となる２系統の表示信号（非反転Ｒ
ＧＢ信号及び反転ＲＧＢ信号）を同時に出力し、後述す
る表示信号切替回路６０Ａにより、各系統の表示信号を
個別にソースドライバ２０Ａ、２０Ｂに供給する構成を
適用することができる。
【００４６】また、他の構成として、図７（ｂ）に示す
ように、個別の処理回路（２系統のクロマインターフェ
ース回路５０Ｂ、５０Ｃ）において、一方の処理回路
（クロマインターフェース回路５０Ｃ）の内部に反転機
能部を備え、入力される映像信号が各々個別に入力され
て、相互に反転位相の関係となる２系統の表示信号（非
反転ＲＧＢ信号及び反転ＲＧＢ信号）を同時に出力し、
表示信号切替回路６０Ａにより、各系統の表示信号を個
別にソースドライバ２０Ａ、２０Ｂに供給する構成を適
用することもできる。
【００４７】なお、クロマインターフェース回路の構成
は、図７（ａ）、（ｂ）に示した構成に限定されるもの
ではなく、入力される映像信号に対して、相互に反転位
相の関係となる２系統の表示信号を生成、出力すること
ができるものであれば、さらに他の構成を有するもので
あってもよい。また、後述する実施形態において示すよ
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うに、反転機能部を内部に備えていないクロマインター
フェース回路を適用し、例えば、表示切替回路やソース
ドライバ内に、反転機能部を備えるように構成したもの
であってもよい。
【００４８】表示信号切替回路６０Ａは、例えば、図８
に示すように、フィールド反転信号ＦＳＷがＨｉレベル
のとき、オン動作するスイッチ６１ｒ、６１ｇ、６１ｂ
及びスイッチ６３ｒ、６３ｇ、６３ｂと、フィールド反
転信号ＦＳＷがＬｏレベルのとき、オン動作するスイッ
チ６２ｒ、６２ｇ、６２ｂ及びスイッチ６４ｒ、６４
ｇ、６４ｂと、を備え、上記クロマインターフェース回
路５０Ａ、５０Ｂ、５０Ｃにより生成、出力された２系
統の表示信号（非反転ＲＧＢ信号、反転ＲＧＢ信号）の
うち、非反転Ｒ、Ｇ、Ｂの各信号が入力される入力端
が、各々スイッチ６１ｒ、６１ｇ、６１ｂを介して、表
示信号ＶＡ１、ＶＡ２、ＶＡ３が出力される各出力端に
接続されているとともに、各々スイッチ６２ｇ、６２
ｂ、６２ｒを介して、表示信号ＶＡ２、ＶＡ３、ＶＡ１
が出力される各出力端に接続されている。また、反転
Ｒ、Ｇ、Ｂの各信号が入力される入力端は、各々スイッ
チ６４ｒ、６４ｇ、６４ｂを介して、表示信号ＶＢ１、
ＶＢ２、ＶＢ３が出力される各出力端に接続されている
とともに、各々スイッチ６３ｇ、６３ｂ、６３ｒを介し
て、表示信号ＶＢ２、ＶＢ３、ＶＢ１が出力される各出
力端に接続されている。
【００４９】すなわち、このような構成を有する表示信
号切替回路６０Ａにより、図８に示すように、フィール
ド反転信号ＦＳＷがＨｉレベルの状態（例えば、奇数フ
ィールド）では、表示信号ＶＡ１、ＶＡ２、ＶＡ３とし
て、各々非反転Ｒ、Ｇ、Ｂの各信号が出力されるととも
に、表示信号ＶＢ１、ＶＢ２、ＶＢ３として、各々反転
Ｂ、Ｒ、Ｇの各信号が出力される。一方、フィールド反
転信号ＦＳＷがＬｏレベルの状態（例えば、偶数フィー
ルド）では、表示信号ＶＡ１、ＶＡ２、ＶＡ３として、
各々非反転Ｂ、Ｒ、Ｇの各信号が出力されるとともに、
表示信号ＶＢ１、ＶＢ２、ＶＢ３として、各々反転Ｒ、
Ｇ、Ｂの各信号が出力される。
【００５０】そして、表示信号切替回路６０Ａから出力
され、非反転ＲＧＢ信号からなる各表示信号ＶＡ１、Ｖ
Ａ２、ＶＡ３は、ソースドライバ２０Ａ（具体的には、
後述する各サンプルホールド回路群ＳＨＡ１、ＳＨＡ
２、ＳＨＡ３）に供給され、また、反転ＲＧＢ信号から
なる各表示信号ＶＢ１、ＶＢ２、ＶＢ３は、ソースドラ
イバ２０Ｂ（具体的には、後述する各サンプルホールド
回路群ＳＨＢ１、ＳＨＢ２、ＳＨＢ３）に供給される。
【００５１】ソースドライバ２０Ａは、図６に示すよう
に、上述したＬＣＤコントローラ４０により生成、出力
されたシフトクロック信号ＣＫＡに基づいて、シフトス
タート信号ＳＡを順次シフトしつつ、サンプリングパル
スＳＰＡ１、ＳＰＡ２、ＳＰＡ３、・・・を出力する１
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系統のシフトレジスタＳＲＡと、表示信号切替回路６０
Ａを介して供給される各表示信号ＶＡ１、ＶＡ２、ＶＡ
３に対応して設けられた複数段（３段）のサンプルホー
ルド回路群ＳＨＡ１、ＳＨＡ２、ＳＨＡ３からなるサン
プルホールド部ＳＨＡと、を有して構成されている。
【００５２】また、ソースドライバ２０Ｂも同様に、シ
フトクロック信号ＣＫＢに基づいて、シフトスタート信
号ＳＢを順次シフトしつつ、サンプリングパルスＳＰＢ
１、ＳＰＢ２、ＳＰＢ３、・・・を出力する１系統のシ
フトレジスタＳＲＢと、表示信号切替回路６０Ａを介し
て供給される各表示信号ＶＢ１、ＶＢ２、ＶＢ３に対応
して設けられた複数段（３段）のサンプルホールド回路
群ＳＨＢ１、ＳＨＢ２、ＳＨＢ３からなるサンプルホー
ルド部ＳＨＢと、を有して構成されている。
【００５３】ここで、サンプルホールド部ＳＨＡ、ＳＨ
Ｂを構成する各サンプルホールド回路群ＳＨＡ１、ＳＨ
Ａ２、ＳＨＡ３及びＳＨＢ１、ＳＨＢ２、ＳＨＢ３は、
図６、図９に示すように、各々、シフトレジスタＳＲ
Ａ、ＳＲＢから出力されるサンプリングパルスＳＰＡ
１、ＳＰＡ２、ＳＰＡ３、・・・（ＳＰＡｋ；ｋは、正
の整数）及びＳＰＢ１、ＳＰＢ２、ＳＰＢ３、・・・
（ＳＰＢｋ；ｋは、正の整数）に基づく所定のタイミン
グで、表示信号切替回路６０Ａを介して供給される非反
転ＲＧＢ信号からなる表示信号ＶＡ１、ＶＡ２、ＶＡ３
及び反転ＲＧＢ信号からなる表示信号ＶＢ１、ＶＢ２、
ＶＢ３を個別に取り込み、保持し、出力する２系統のサ
ンプルホールド機能部ＳＨα、ＳＨβを一組とするサン
プルホールド回路Ｓ／Ｈが、各信号線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ
３、・・・（Ｓｋ；ｋは、正の整数）に対応して複数設
けられた構成を有している。
【００５４】サンプルホールド回路Ｓ／Ｈは、具体的に
は、図９に示すように、スイッチＳｗａ１、出力アンプ
ＡＭＰ１、スイッチＳｗｂ１が直列に接続され、スイッ
チＳｗａ１と出力アンプＡＭＰ１の接続点に、他端側が
低電位電圧（たとえば、接地電位）Ｖssに接続されたＳ
／ＨコンデンサＣ１が接続されたサンプルホールド機能
部ＳＨαと、スイッチＳｗａ２、出力アンプＡＭＰ２、
スイッチＳｗｂ２が直列に接続され、スイッチＳｗａ２
と出力アンプＡＭＰ２の接続点に、他端側が低電位電圧
Ｖssに接続されたＳ／ＨコンデンサＣ２が接続されたサ
ンプルホールド機能部ＳＨβと、各サンプルホールド機
能部ＳＨα、ＳＨβにおけるスイッチＳｗａ１、Ｓｗｂ
１及びＳｗａ２、Ｓｗｂ２のオン／オフ状態を設定制御
するサンプルホールドタイミング設定部ＳＨｘと、を有
して構成されている。
【００５５】ここで、サンプルホールドタイミング設定
部ＳＨｘは、図９に示すように、シフトレジスタＳＲ
Ａ、ＳＲＢから出力されるサンプリングパルスＳＰＡｋ
（ＳＰＡ１、ＳＰＡ２、ＳＰＡ３、・・・）又はＳＰＢ
ｋ（ＳＰＢ１、ＳＰＢ２、ＳＰＢ３、・・・）及びＬＣ
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Ｄコントローラ４０から出力されるサンプルホールド制
御信号ＳＷの反転信号のＡＮＤ論理に基づいて、スイッ
チＳｗａ１のオン／オフ状態を制御するＡＮＤ論理ゲー
ト２１と、ＬＣＤコントローラ４０から出力される出力
イネーブル信号ＯＥＡ又はＯＥＢ及びサンプルホールド
制御信号ＳＷのＡＮＤ論理に基づいて、スイッチＳｗｂ
１のオン／オフ状態を制御するＡＮＤ論理ゲート２２
と、サンプリングパルスＳＰＡｎ又はＳＰＢｎ及びサン
プルホールド制御信号ＳＷのＡＮＤ論理に基づいて、ス
イッチＳｗａ２のオン／オフ状態を制御するＡＮＤ論理
ゲート２３と、出力イネーブル信号ＯＥＡ又はＯＥＢ及
びサンプルホールド制御信号ＳＷの反転信号のＡＮＤ論
理に基づいて、スイッチＳｗｂ２のオン／オフ状態を制
御するＡＮＤ論理ゲート２２と、を有して構成されてい
る。
【００５６】このようなサンプルホールドタイミング設
定部ＳＨｘにおいて、サンプリングパルスＳＰＡｋ又は
ＳＰＢｋ及びサンプルホールド制御信号ＳＷに基づい
て、スイッチＳｗａ１及びＳｗａ２が反転位相でオン／
オフ制御され、出力イネーブル信号ＯＥＡ又はＯＥＢ及
びサンプルホールド制御信号ＳＷに基づいて、スイッチ
Ｓｗｂ１及びＳｗｂ２が反転位相でオン／オフ制御され
る。これにより、サンプルホールド回路Ｓ／Ｈは、後述
するように、一方のサンプルホールド機能部ＳＨα（又
は、ＳＨβ）に設けられたＳ／ＨコンデンサＣ１（又
は、Ｃ２）に表示信号切替回路６０Ａを介して供給され
るＲ、Ｇ、Ｂの各表示信号に基づく電荷を蓄積する動作
と、他方のサンプルホールド機能部ＳＨβ（又は、ＳＨ
α）に設けられたＳ／ＨコンデンサＣ２（又は、Ｃ１）
に蓄積されていた電荷に応じた信号電圧を出力アンプＡ
ＭＰ２（又は、ＡＭＰ１）により増幅して、各信号線Ｓ
ｋに出力する動作を、所定のタイミング（１Ｈ周期）毎
に逆転させつつ、繰り返し実行する。
【００５７】すなわち、本実施形態において、サンプル
ホールド回路群ＳＨＡ１は、図８に示した表示信号ＶＡ
１（Ｒ、Ｂ）のみをサンプルホールドし、また、サンプ
ルホールド回路群ＳＨＢ１は、表示信号ＶＢ１（反転
Ｂ、反転Ｒ）のみをサンプルホールドして、所定のタイ
ミングで表示信号ＶＡ１及びＶＢ１に基づく信号電圧
を、同一の信号線Ｓ3i+1（ｉは、０以上の整数）に接続
されたＲ、Ｂ各色信号に対応して設けられた液晶画素１
１Ｒ、１１Ｂに書き込む。
【００５８】また、サンプルホールド回路群ＳＨＡ２
は、図８に示した表示信号ＶＡ２（Ｇ、Ｒ）のみをサン
プルホールドし、また、サンプルホールド回路群ＳＨＢ
２は、表示信号ＶＢ２（反転Ｒ、反転Ｇ）のみをサンプ
ルホールドして、所定のタイミングで表示信号ＶＡ２及
びＶＢ２に基づく所定の信号電圧を、同一の信号線Ｓ3i
+2に接続されたＧ、Ｒ各色信号に対応して設けられた液
晶画素１１Ｇ、１１Ｒに書き込む。
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【００５９】さらに、サンプルホールド回路群ＳＨＡ３
は、図８に示した表示信号ＶＡ３（Ｂ、Ｇ）のみをサン
プルホールドし、また、サンプルホールド回路群ＳＨＢ
３は、表示信号ＶＢ３（反転Ｇ、反転Ｂ）のみをサンプ
ルホールドして、所定のタイミングで表示信号ＶＡ３及
びＶＢ３に基づく所定の信号電圧を、同一の信号線Ｓ3i
+3に接続されたＧ、Ｂ各色信号に対応して設けられた液
晶画素１１Ｇ、１１Ｂに書き込む。
【００６０】次に、上述した構成を有する液晶表示装置
における動作について、図面を参照して説明する。図１
０は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用されるシフ
トレジスタの動作を示すタイミングチャートであり、図
１１は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用されるサ
ンプルホールド部の動作を示すタイミングチャートであ
る。ここでは、上述した本実施形態に係る液晶表示装置
の各構成を適宜参照しつつ説明する。
【００６１】上述したような構成を有するソースドライ
バ２０Ａ、２０Ｂにおいて、シフトレジスタの動作は、
図１０に示すように、ＬＣＤコントローラ４０により生
成され、各ソースドライバ２０Ａ、２０Ｂのシフトレジ
スタＳＲＡ、ＳＲＢに供給される、水平方向の１画素分
に相当する信号周期を有するシフトクロック信号ＣＫ
Ａ、ＣＫＢが相互に反転位相の関係に設定されているこ
とにより、シフトレジスタＳＲＡ、ＳＲＢの各段から順
次出力されるサンプリングパルスＳＰＡｋ、ＳＰＢｋ
は、相互にシフトクロック信号の信号周期の半分（０．
５画素分に相当）だけずれたタイミングに設定される。
【００６２】したがって、このようなサンプリングパル
スＳＰＡｋ、ＳＰＢｋが、各々サンプルホールド部ＳＨ
Ａ、ＳＨＢに個別に供給されることにより、サンプルホ
ールド部ＳＨＡにおける非反転ＲＧＢ信号からなる表示
信号ＶＡ１、ＶＡ２、ＶＡ３の取り込み動作のタイミン
グと、サンプルホールド部ＳＨＢにおける反転ＲＧＢ信
号からなる表示信号ＶＢ１、ＶＢ２、ＶＢ３の取り込み
動作のタイミングが、相互に０．５画素分だけずれて実
行される。この０．５画素分の取り込みタイミングのず
れは、各信号線に接続される何れか２色の液晶画素の
０．５画素分の配置位置ずれに対応するものとなる。
【００６３】このとき、図１１に示すように、各々水平
方向の１画素分の信号幅を有するサンプリングパルスＳ
ＰＡｋ、ＳＰＢｋが各サンプルホールド部ＳＨＡ、ＳＨ
Ｂ（サンプルホールド機能部）に供給されることによ
り、例えば、サンプルホールド部ＳＨＡ、ＳＨＢに設け
られた一方側のサンプルホールド機能部（例えば、サン
プルホールド機能部ＳＨβ）に、１Ｈ期間に、並行して
（実際には、サンプルホールド部ＳＨＡ側がサンプルホ
ールド部ＳＨＢ側に対して０．５画素分進んだタイミン
グで）、非反転ＲＧＢからなる水平方向の各画素に対応
する表示信号（＋β）及び反転ＲＧＢからなる水平方向
の各画素に対応する表示信号（－β）が個別に取り込ま
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れ（サンプリング）、保持（ホールド）される。
【００６４】なお、図１１において、サンプルホールド
部ＳＨＡ、ＳＨＢにサンプリングされる水平方向の各画
素に対応する表示信号、及び、サンプルホールド部ＳＨ
Ａ、ＳＨＢから出力される水平方向の各画素に対応する
表示信号のうち、サンプルホールド機能部ＳＨα、ＳＨ
βによりサンプリング又は出力される非反転ＲＧＢから
なる水平方向の各画素に対応する表示信号（又は、該表
示信号に基づく水平方向の各画素に対応する信号電圧）
を、各々「＋α」、「＋β」と表記し、同様に、サンプ
ルホールド機能部ＳＨα、ＳＨβによりサンプリング又
は出力される反転ＲＧＢからなる水平方向の各画素に対
応する表示信号（又は、該表示信号に基づく水平方向の
各画素に対応する信号電圧）を、各々「－α」、「－
β」と表記する。
【００６５】その後、各々Ｈ／２の信号幅を有し、反転
位相の関係にある出力イネーブル信号ＯＥＡ、ＯＥＢが
各サンプルホールド部ＳＨＡ、ＳＨＢ（サンプルホール
ド機能部）に供給されることにより、次の１Ｈ期間にお
いて、Ｈ／２期間毎に各サンプルホールド部ＳＨＡ、Ｓ
ＨＢ（サンプルホールド機能部ＳＨβ側）から、先の１
Ｈ期間にサンプルホールドされた表示信号に対応する信
号電圧（＋β、－β）が信号線Ｓｋに順次出力される
（サンプルホールド部ＳＨＡ側に保持された表示信号
（＋β）が先のＨ／２期間に出力され、サンプルホール
ド部ＳＨＢ側に保持された表示信号（－β）が後のＨ／
２期間に出力される）。
【００６６】このとき、先のＨ／２期間においては、サ
ンプルホールド部ＳＨＡ側に保持された信号電圧（＋
β）が、選択状態にある走査線Ｇｎに接続された各液晶
画素に出力され、後のＨ／２期間においては、サンプル
ホールド部ＳＨＢ側に保持された信号電圧（－β）が、
走査状態が進んで次に選択状態にある走査線Ｇn+1に接
続された各液晶画素に出力される。また、この１Ｈ期間
に、各サンプルホールド部ＳＨＡ、ＳＨＢに設けられた
他方側のサンプルホールド機能部（例えば、サンプルホ
ールド機能部ＳＨα）に、並行して非反転ＲＧＢからな
る水平方向の各画素に対応する表示信号（＋α）及び反
転ＲＧＢからなる水平方向の各画素に対応する表示信号
（－α）が個別にサンプルホールドされる。
【００６７】すなわち、各サンプルホールド部ＳＨＡ、
ＳＨＢに供給されるサンプルホールド制御信号ＳＷの信
号極性に基づいて、サンプルホールド動作を行うサンプ
ルホールド機能部と、信号電圧出力動作を行うサンプル
ホールド機能部が、１Ｈ期間毎に交互に切り替わる（Ｓ
Ｈβ→ＳＨα→ＳＨβ）。また、サンプルホールド部Ｓ
ＨＡ、ＳＨＢから出力される信号電圧が、Ｈ／２毎の異
なるタイミングで同一の信号線Ｓｋに供給されるととも
に、該信号電圧（表示信号）の信号極性が、Ｈ／２（１
走査線）毎に反転する。これにより、ライン反転駆動が
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実現される。一方、液晶表示パネル１０Ａの走査線Ｇ
１、Ｇ２、Ｇ３、・・・は、上述したように、ゲートド
ライバ３０によりＨ／２毎に順次走査されることによ
り、順次走査駆動が実現される。
【００６８】さらに、フィールド反転信号ＦＳＷに基づ
いて、フィールドが切り替わるたびに、図１０に示した
ように、シフトクロック信号ＣＫＡ、ＣＫＢが反転し
て、サンプリングパルスＳＰＡ、ＳＰＢの出力タイミン
グのずれ（０．５画素分）が反転し、かつ、図１１に示
すように、出力イネーブル信号ＯＥＡ、ＯＥＢが反転す
ることにより、サンプルホールド部ＳＨＢ側がサンプル
ホールド部ＳＨＡ側に対して０．５画素分進んだタイミ
ングで（実質的に同時に）、反転ＲＧＢからなる表示信
号（－β又は－α）及び非反転ＲＧＢからなる表示信号
（＋β又は＋α）が個別にサンプルホールドされ、ま
た、サンプルホールド部ＳＨＢ側に保持された表示信号
（－β又は－α）が先のＨ／２期間に出力され、サンプ
ルホールド部ＳＨＡ側に保持された表示信号（＋β又は
＋α）が後のＨ／２期間に出力される。これにより、上
述した各サンプルホールド部ＳＨＡ、ＳＨＢに設けられ
たサンプルホールド機能部ＳＨα、ＳＨβにおける表示
信号のサンプルホールド動作及び信号電圧出力動作の順
序が逆転することにより、フィールド反転駆動が実現さ
れる。
【００６９】したがって、本実施形態に係る液晶表示装
置及びその駆動制御方法によれば、ＮＴＳＣ等の現行の
テレビジョン方式に対応したインターレース映像信号
（走査線数５２５本）を、走査線数４４０本の比較的大
型の液晶表示パネルに対して、走査線の全て（フルライ
ン）を順次走査駆動して所定の画像情報（テレビ映像）
を表示することができるので、液晶表示パネルの垂直解
像度を向上して、良好な表示品位を得ることができる。
また、テレビ映像に対応して、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色信号に
対応した液晶画素がデルタ配列された液晶表示パネルに
対して、該画素の配置に対応した表示信号を印加するこ
とができるので、画像の輪郭が不均一になったり、色ず
れを生じる等の現象を抑制して水平解像度を向上して、
良好な表示品位を得ることができる。
【００７０】さらに、液晶表示装置及びその周辺回路の
回路設計上の大幅な変更を伴うことなく、液晶表示装置
の駆動制御タイミングを変更する簡易な手法により、イ
ンターレース映像信号より全走査線の順次走査を実現し
つつ、ライン反転駆動、及び、フィールド反転駆動を実
現することができるので、製品コストの増加を抑制する
ことができる。また、従来構成のパネルモジュールとの
置き換えを可能として、本発明に係る液晶表示装置を容
易に実現することができる。
【００７１】＜第２の実施形態＞次に、本発明に係る液
晶表示装置の第２の実施形態について、図面を参照して
説明する。図１２は、本発明に係る液晶表示装置の第２
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の実施形態を示す、上記ゲートドライバ３０に係わる部
分を除く要部構成図であり、図１３は、本実施形態に係
る液晶表示装置に適用される表示信号切替回路を示す回
路構成図である。なお、上述した第１の実施形態と同等
の構成については、同一の符号を付して、その説明を簡
略化又は省略する。
【００７２】本実施形態に係る液晶表示装置は、図１２
に示すように、液晶画素１１Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂがデル
タ配列された液晶表示パネル１０Ａと、行方向に延在す
る走査線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・に接続されたゲート
ドライバ（図示を省略；図２参照）３０と、液晶表示パ
ネル１０Ａの下方に配置され、列方向に延在する信号線
Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・・・に接続されたソースドライバ
２０Ｃと、ソースドライバ２０Ｃに供給される表示信号
の供給状態を切り替え制御する表示信号切替回路６０Ｂ
と、を有して構成されている。
【００７３】ここで、液晶表示パネル１０Ａは、上述し
た実施形態と同等の構成を有しているので、その説明を
省略するが、本実施形態においては、各液晶画素１１
Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂを列方向に接続する信号線Ｓ１、Ｓ
２、Ｓ３、・・・が、液晶表示パネル１０Ａの一方向側
（本実施形態では下方）にのみ配置されたソースドライ
バ２０Ｃに接続されている点が、上述した第１の実施形
態とは異なる。また、ゲートドライバ３０は、上述した
実施形態と同等の構成及び機能を有しているので、その
説明を省略する。
【００７４】また、表示信号切替回路６０Ｂは、例え
ば、図１３に示すように、フィールド反転信号ＦＳＷが
Ｈｉレベルのとき、オン動作するスイッチ６５ａ、６５
ｂ、６５ｃ、６５ｄ、６５ｅ、６５ｆと、フィールド反
転信号ＦＳＷがＬｏレベルのとき、オン動作するスイッ
チ６６ａ、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄ、６６ｅ、６６ｆ
と、を備え、クロマインターフェース回路（図示を省
略；図１参照）５０により生成、出力された１系統の表
示信号（非反転ＲＧＢ信号）のうち、非反転Ｒ信号が入
力される入力端が、スイッチ６５ａ、６５ｄを介して、
各々表示信号Ｖ１１、Ｖ２２が出力される各出力端に接
続され、非反転Ｇ信号が入力される入力端が、スイッチ
６５ｃ、６５ｆを介して、各々表示信号Ｖ２１、Ｖ３２
が出力される各出力端に接続され、非反転Ｂ信号が入力
される入力端が、スイッチ６５ｂ、６５ｅを介して、各
々表示信号Ｖ１２、Ｖ３１が出力される各出力端に接続
されている。
【００７５】また、非反転Ｒ信号が入力される入力端
は、スイッチ６６ｂ、６６ｃを介して、各々表示信号Ｖ
１２、Ｖ２１が出力される各出力端に接続され、非反転
Ｇ信号が入力される入力端が、スイッチ６６ｄ、６６ｅ
を介して、各々表示信号Ｖ２２、Ｖ３１が出力される各
出力端に接続され、非反転Ｂ信号が入力される入力端
が、スイッチ６６ａ、６６ｆを介して、各々表示信号Ｖ
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１１、Ｖ３２が出力される各出力端に接続されている。
【００７６】すなわち、このような構成を有する表示信
号切替回路６０Ｂにより、図１３に示すように、フィー
ルド反転信号ＦＳＷがＨｉレベルの状態（例えば、奇数
フィールド）では、表示信号Ｖ１１及びＶ２２として非
反転Ｒ信号が、また、表示信号Ｖ１２及びＶ３１として
非反転Ｂ信号が、表示信号Ｖ２１及びＶ３２として非反
転Ｇ信号が各々出力される。一方、フィールド反転信号
ＦＳＷがＬｏレベルの状態（例えば、偶数フィールド）
では、表示信号Ｖ１１及びＶ３２として非反転Ｂ信号
が、また、表示信号Ｖ１２及びＶ２１として非反転Ｒ信
号が、表示信号Ｖ２２及びＶ３１として非反転Ｇ信号が
各々出力される。なお、本実施形態においては、表示信
号切替回路６０Ｂに表示信号を供給するクロマインター
フェース回路（図示を省略）は、図１に示した構成と同
様であり、映像信号から非反転ＲＧＢのアナログ信号の
みを抽出して、そのまま出力する構成を有していればよ
い。
【００７７】また、ＬＣＤコントローラ（図示を省略）
４０は、上述した実施形態と同様に、クロマインターフ
ェース回路５０から供給される水平同期信号ＨＤ及び垂
直同期信号ＶＤに基づいて、ゲートスタート信号ＧＳＲ
Ｔ、ゲートクロック信号ＧＰＣＫ等の垂直制御信号を生
成して、ゲートドライバ３０に供給するとともに、サン
プリングスタート信号ＳＲＴ、シフトクロック信号ＣＫ
Ｃ、シフトスタート信号Ｓ、出力イネーブル信号ＯＥ
Ａ、ＯＥＢ、サンプルホールド制御信号ＳＷ１、ＳＷ２
等の各種の水平制御信号を生成して、ソースドライバ２
０に供給する。
【００７８】次に、本実施形態に係る液晶表示装置に適
用されるソースドライバについて、図面を参照して説明
する。図１４は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用
されるソースドライバのシフトレジスタを示す概略構成
図であり、図１５は、本実施形態に係る液晶表示装置に
適用されるソースドライバのシフトレジスタの動作を示
すタイミングチャートである。また、図１６は、本実施
形態に係る液晶表示装置に適用されるソースドライバの
サンプルホールド回路を示す回路構成図である。
【００７９】ソースドライバ２０Ｃは、図１２に示すよ
うに、上述したＬＣＤコントローラ４０により生成、出
力されたシフトクロック信号ＣＫＣ及びシフトスタート
信号ＳＣに基づいて、サンプリングパルスＳＰＣ１、Ｓ
ＰＣ２、ＳＰＣ３、・・・及びＳＰＤ１、ＳＰＤ２、Ｓ
ＰＤ３、・・・を出力する２系統のシフトレジスタＳＲ
１、ＳＲ２と、表示信号切替回路６０Ｂを介して供給さ
れる各表示信号Ｖ１１、Ｖ１２、Ｖ２１、Ｖ２２、Ｖ３
１、Ｖ３２に対応して設けられたサンプルホールド回路
群からなるサンプルホールド部ＳＨＣと、を有して構成
されている。
【００８０】ここで、図１４に示すように、シフトレジ
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スタＳＲ１は、シフトクロック信号ＣＫＣの反転信号に
基づいて、シフトスタート信号ＳＣを順次シフトしつ
つ、サンプリングパルスＳＰＣ１、ＳＰＣ２、ＳＰＣ
３、・・・を出力し、また、シフトレジスタＳＲ２は、
シフトクロック信号ＣＫＣに基づいて、シフトレジスタ
ＳＲ１から出力されるサンプリングパルスＳＰＣ１を順
次シフトしつつ、サンプリングパルスＳＰＤ１、ＳＰＤ
２、ＳＰＤ３、・・・を出力するように構成されてい
る。
【００８１】このような構成を有するシフトレジスタＳ
Ｒ１、ＳＲ２の動作は、図１５に示すように、まず、シ
フトレジスタＳＲ１にシフトスタート信号ＳＣが入力さ
れると、シフトクロック信号ＣＫＣの反転位相（立ち下
がりタイミング）に基づいて順次シフトされ、該シフト
クロック信号ＣＫＣの水平方向の１画素分に相当する信
号周期に対応したサンプリングパルスＳＰＣ１、ＳＰＣ
２、ＳＰＣ３、・・・が順次サンプルホールド部ＳＨＣ
に出力される。
【００８２】また、シフトレジスタＳＲ１から出力され
るサンプリングパルスＳＰＣ１がシフトレジスタＳＲ２
に入力されると、シフトクロック信号ＣＫＣの立ち上が
りタイミングに基づいて順次シフトされ、該シフトクロ
ック信号ＣＫＣの信号周期（１Ｈ）に対応したサンプリ
ングパルスＳＰＤ１、ＳＰＤ２、ＳＰＤ３、・・・が順
次サンプルホールド部ＳＨＣに出力される。
【００８３】すなわち、シフトレジスタＳＲ１、ＳＲ２
は、相互に反転位相の関係にあるクロック信号（シフト
クロック信号ＣＫＣ及びその反転信号）に基づいて、サ
ンプリングパルスＳＰＣ１、ＳＰＣ２、ＳＰＣ３、・・
・（ＳＰＣｋ；ｋは、正の整数）及びＳＰＤ１、ＳＰＤ
２、ＳＰＤ３、・・・（ＳＰＤｋ；ｋは、正の整数）が
出力されるので、サンプリングパルスＳＰＣｋ及びＳＰ
Ｄｋは、相互にクロック周期の半分（０．５画素分に相
当）だけずれたタイミングに設定されて、サンプルホー
ルド部ＳＨＣを構成するサンプルホールド回路群に供給
される。これにより、後述するサンプルホールド回路を
構成する各サンプルホールド機能部への表示信号の取り
込み動作のタイミングが、０．５画素分だけずれて実行
される。
【００８４】また、サンプルホールド部ＳＨＣを構成す
るサンプルホールド回路群は、図１２、図１６に示すよ
うに、シフトレジスタＳＲ１、ＳＲ２から出力されるサ
ンプリングパルスＳＰＣｋ及びＳＰＤｋに基づく所定の
タイミングで、図１３に示した表示信号切替回路６０Ｂ
を介して供給される非反転ＲＧＢ信号からなる表示信号
Ｖ１１、Ｖ２１、Ｖ３１（Ｖｊ１；ｊは、１、２、３）
及びＶ１２、Ｖ２２、Ｖ３２（Ｖｊ２；ｊは、１、２、
３）を個別に取り込み、保持し、出力する４系統のサン
プルホールド機能部ＳＨａ、ＳＨｂ、ＳＨｃ、ＳＨｄを
一組とするサンプルホールド回路Ｓ／Ｈが、各信号線線
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Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、・・・（Ｓｋ；ｋは、正の整数）に
対応して複数設けられた構成を有している。
【００８５】サンプルホールド回路Ｓ／Ｈは、具体的に
は、図１６に示すように、スイッチＳｗｃ１、出力アン
プＡＭＰａ、スイッチＳｗｄ１が直列に接続され、スイ
ッチＳｗｃ１と出力アンプＡＭＰａの接続点に、他端側
が低電位電圧Ｖssに接続されたＳ／ＨコンデンサＣａが
接続されたサンプルホールド機能部ＳＨａと、スイッチ
Ｓｗｃ２、反転アンプＡＭＰｂ、スイッチＳｗｄ２が直
列に接続され、スイッチＳｗｃ２と反転アンプＡＭＰｂ
の接続点に、他端側が低電位電圧Ｖssに接続されたＳ／
ＨコンデンサＣｂが接続されたサンプルホールド機能部
ＳＨｂと、スイッチＳｗｃ３、出力アンプＡＭＰｃ、ス
イッチＳｗｄ３が直列に接続され、スイッチＳｗｃ３と
出力アンプＡＭＰｃの接続点に、他端側が低電位電圧Ｖ
ssに接続されたＳ／ＨコンデンサＣｃが接続されたサン
プルホールド機能部ＳＨｃと、スイッチＳｗｃ４、反転
アンプＡＭＰｄ、スイッチＳｗｄ４が直列に接続され、
スイッチＳｗｃ４と反転アンプＡＭＰｄの接続点に、他
端側が低電位電圧Ｖssに接続されたＳ／ＨコンデンサＣ
ｄが接続されたサンプルホールド機能部ＳＨｄと、各サ
ンプルホールド機能部ＳＨａ、ＳＨｂ、ＳＨｃ、ＳＨｄ
におけるスイッチＳｗｃ１～Ｓｗｃ４及びＳｗｄ１～Ｓ
ｗｄ４のオン／オフ状態を設定制御するサンプルホール
ドタイミング設定部ＳＨｙと、を有して構成されてい
る。
【００８６】サンプルホールドタイミング設定部ＳＨｙ
は、図１６に示すように、各サンプルホールド機能部Ｓ
Ｈａ～ＳＨｄにおける表示信号Ｖｊ１、Ｖｊ２のサンプ
ルホールド動作を制御するスイッチＳｗｃ１～Ｓｗｃ４
のオン／オフ状態を制御するＡＮＤ論理ゲート２５ａ～
２５ｄと、各サンプルホールド機能部ＳＨａ～ＳＨｄに
おける表示信号Ｖｊ１、Ｖｊ２に対応した信号電圧の出
力動作を制御するスイッチＳｗｄ１～Ｓｗｄ４のオン／
オフ状態を制御するＡＮＤ論理ゲート２６ａ～２６ｄ
と、フィールド反転信号ＦＳＷ及びサンプリングパルス
ＳＰＣｋ、ＳＰＤｋに基づいて、ＡＮＤ論理ゲート２５
ａ、２５ｃ及び２５ｂ、２５ｄにおける論理出力を制御
する論理ゲート群２７ａ、２７ｂと、を有して構成され
ている。
【００８７】ここで、ＡＮＤ論理ゲート２５ａは、フィ
ールド反転信号ＦＳＷ及びサンプリングパルスＳＰＣｋ
のＡＮＤ論理と、フィールド反転信号ＦＳＷの反転信号
とサンプリングパルスＳＰＤｋのＡＮＤ論理とのＯＲ論
理出力（論理ゲート群２７ａの論理出力）を一方の入力
とし、ＬＣＤコントローラ４０から出力されるサンプル
ホールド制御信号ＳＷ１（信号周期：１Ｈ）の反転信号
を他方の入力として、これらのＡＮＤ論理に基づいて、
スイッチＳｗｃ１のオン／オフ状態を制御する。
【００８８】ＡＮＤ論理ゲート２５ｂは、フィールド反
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転信号ＦＳＷ及びサンプリングパルスＳＰＤｋのＡＮＤ
論理と、フィールド反転信号ＦＳＷの反転信号及びサン
プリングパルスＳＰＣｋのＡＮＤ論理とのＯＲ論理出力
（論理ゲート群２７ｂの論理出力）を一方の入力とし、
サンプルホールド制御信号ＳＷ１の反転信号を他方の入
力として、これらのＡＮＤ論理に基づいて、スイッチＳ
ｗｃ２のオン／オフ状態を制御する。
【００８９】また、ＡＮＤ論理ゲート２５ｃは、論理ゲ
ート群２７ａの論理出力を一方の入力とし、サンプルホ
ールド制御信号ＳＷ１を他方の入力として、これらのＡ
ＮＤ論理に基づいて、スイッチＳｗｃ３のオン／オフ状
態を制御し、ＡＮＤ論理ゲート２５ｄは、論理ゲート群
２７ｂの論理出力を一方の入力とし、サンプルホールド
制御信号ＳＷ１を他方の入力として、これらのＡＮＤ論
理に基づいて、スイッチＳｗｃ４のオン／オフ状態を制
御する。
【００９０】一方、ＡＮＤ論理ゲート２６ａは、ＬＣＤ
コントローラ４０から出力されるサンプルホールド制御
信号ＳＷ１（信号周期：１Ｈ）、ＳＷ２（信号周期：Ｈ
／２）のＡＮＤ論理に基づいて、スイッチＳｗｄ１のオ
ン／オフ状態を制御し、ＡＮＤ論理ゲート２６ｂは、サ
ンプルホールド制御信号ＳＷ１とサンプルホールド制御
信号ＳＷ２の反転信号とのＡＮＤ論理に基づいて、スイ
ッチＳｗｄ２のオン／オフ状態を制御し、ＡＮＤ論理ゲ
ート２６ｃは、サンプルホールド制御信号ＳＷ１の反転
信号とサンプルホールド制御信号ＳＷ２とのＡＮＤ論理
に基づいて、スイッチＳｗｄ３のオン／オフ状態を制御
し、ＡＮＤ論理ゲート２６ｄは、サンプルホールド制御
信号ＳＷ１の反転信号とサンプルホールド制御信号ＳＷ
２の反転信号のＡＮＤ論理に基づいて、スイッチＳｗｄ
４のオン／オフ状態を制御する。
【００９１】すなわち、本実施形態においては、フィー
ルド反転信号ＦＳＷがＨｉレベルの状態（例えば、奇数
フィールド）では、サンプリングパルスＳＰＣｋの信号
レベルに基づいて論理ゲート群２７ａの論理出力が設定
され、また、サンプリングパルスＳＰＤｋの信号レベル
に基づいて論理ゲート群２７ｂの論理出力が設定され
る。一方、フィールド反転信号ＦＳＷがＬｏレベルの状
態（例えば、偶数フィールド）では、サンプリングパル
スＳＰＤｋの信号レベルに基づいて論理ゲート群２７ａ
の論理出力が設定され、また、サンプリングパルスＳＰ
Ｃｋの信号レベルに基づいて論理ゲート群２７ｂの論理
出力が設定される。
【００９２】そして、このような論理ゲート群２７ａ、
２７ｂの論理出力がＨｉレベルであって、かつ、サンプ
ルホールド制御信号ＳＷ１がＬｏレベルのとき、サンプ
ルホールド機能部ＳＨａ、ＳＨｂのスイッチＳｗｃ１、
Ｓｗｃ２がオン動作（スイッチＳｗｃ３、Ｓｗｃ４はオ
フ動作）して、表示信号切替回路６０Ｂから供給される
表示信号Ｖｊ１、Ｖｊ２に基づく電荷（信号電圧）が、



(14) 特開２００２－３３３８６７

10

20

30

40

50

25
各々Ｓ／ＨコンデンサＣａ、Ｃｂに蓄積、保持（サンプ
ルホールド）される。一方、論理ゲート群２７ａ、２７
ｂの論理出力がＨｉレベルであって、かつ、サンプルホ
ールド制御信号ＳＷ１がＨｉレベルのとき、サンプルホ
ールド機能部ＳＨｃ、ＳＨｄのスイッチＳｗｃ３、Ｓｗ
ｃ４がオン動作（スイッチＳｗｃ１、Ｓｗｃ２はオフ動
作）して、表示信号Ｖｊ１、Ｖｊ２に基づく電荷（信号
電圧）が、各々Ｓ／ＨコンデンサＣｃ、Ｃｄに蓄積、保
持（サンプルホールド）される。
【００９３】また、サンプルホールド制御信号ＳＷ１
（信号周期：１Ｈ）がＨｉレベルの状態では、サンプル
ホールド制御信号ＳＷ２（信号周期：Ｈ／２）がＨｉレ
ベルのとき、サンプルホールド機能部ＳＨａのスイッチ
Ｓｗｄ１がオン動作（スイッチＳｗｄ２、Ｓｗｄ３、Ｓ
ｗｄ４はオフ動作）して、Ｓ／ＨコンデンサＣａに蓄積
されていた電荷が出力アンプＡＭＰａにより所定の信号
電圧に増幅されて、信号線Ｓｋに出力される。一方、サ
ンプルホールド制御信号ＳＷ２がＬｏレベルのときに
は、サンプルホールド機能部ＳＨｂのスイッチＳｗｄ２
がオン動作（スイッチＳｗｄ１、Ｓｗｄ３、Ｓｗｄ４は
オフ動作）して、Ｓ／ＨコンデンサＣｂに蓄積されてい
た電荷が反転アンプＡＭＰｂにより信号極性が反転され
て所定の信号電圧に増幅され、信号線Ｓｋに出力され
る。
【００９４】また、サンプルホールド制御信号ＳＷ１が
Ｌｏレベルの状態では、サンプルホールド制御信号ＳＷ
２がＨｉレベルのとき、サンプルホールド機能部ＳＨｃ
のスイッチＳｗｄ３がオン動作（スイッチＳｗｄ１、Ｓ
ｗｄ２、Ｓｗｄ４はオフ動作）して、Ｓ／Ｈコンデンサ
Ｃｃに蓄積されていた電荷が出力アンプＡＭＰｃにより
所定の信号電圧に増幅されて、信号線Ｓｋに出力され
る。一方、サンプルホールド制御信号ＳＷ２がＬｏレベ
ルのときには、サンプルホールド機能部ＳＨｄのスイッ
チＳｗｄ４がオン動作（スイッチＳｗｄ１、Ｓｗｄ２、
Ｓｗｄ３はオフ動作）して、Ｓ／ＨコンデンサＣｄに蓄
積されていた電荷が反転アンプＡＭＰｄにより信号極性
が反転されて所定の信号電圧に増幅され、信号線Ｓｋに
出力される。
【００９５】したがって、サンプルホールド部ＳＨＣに
おいては、サンプリングパルスＳＰＣｋ、ＳＰＤｋ及び
サンプルホールド制御信号ＳＷ１に基づいて、スイッチ
Ｓｗｃ１、Ｓｗｃ３又はＳｗｃ２、Ｓｗｃ４が相互に反
転位相でオン／オフ制御されるとともに、サンプルホー
ルド制御信号ＳＷ１、ＳＷ２に基づいて、スイッチＳｗ
ｄ１、Ｓｗｄ３又はＳｗｄ２、Ｓｗｄ４が相互に反転位
相でオン／オフ制御される。
【００９６】これにより、サンプルホールド回路Ｓ／Ｈ
は、所定の２系統のサンプルホールド機能部ＳＨａ、Ｓ
Ｈｂ（又は、ＳＨｃ、ＳＨｄ）に設けられたＳ／Ｈコン
デンサＣａ、Ｃｂ（又は、Ｃｃ、Ｃｄ）に表示信号切替
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回路６０Ｂを介して供給される非反転Ｒ、Ｇ、Ｂの各表
示信号Ｖｊ１、Ｖｊ２に基づく電荷を蓄積するサンプル
ホールド動作と、他の２系統のサンプルホールド機能部
ＳＨｃ、ＳＨｄ（又は、ＳＨａ、ＳＨｂ）に設けられた
Ｓ／ＨコンデンサＣｃ、Ｃｄ（又は、Ｃａ、Ｃｂ）に蓄
積されていた電荷に応じた信号電圧を出力アンプＡＭＰ
ｃ、反転アンプＡＭＰｄ（又は、出力アンプＡＭＰａ、
反転アンプＡＭＰｂ）により増幅又は信号極性を反転し
て、各信号線Ｓｋに出力する動作を、所定のタイミング
（１Ｈ周期）毎に逆転させつつ、繰り返し実行する。
【００９７】また、このとき、信号線Ｓ3i+1（ｉは、０
以上の整数）に接続されたサンプルホールド回路Ｓ／Ｈ
は、図１３に示した表示信号Ｖｊ１、Ｖｊ２のうち、非
反転Ｒ、Ｂ信号からなる表示信号Ｖ１１、Ｖ１２（Ｖｊ
１、Ｖｊ２において、ｊ＝１）のみを４系統のサンプル
ホールド機能部ＳＨａ～ＳＨｄによりサンプルホールド
し、また、信号線Ｓ3i+2に接続されたサンプルホールド
回路Ｓ／Ｈは、非反転Ｇ、Ｒ信号からなる表示信号Ｖ２
１、Ｖ２２（Ｖｊ１、Ｖｊ２において、ｊ＝２）のみを
サンプルホールドし、信号線Ｓ3i+3に接続されたサンプ
ルホールド回路Ｓ／Ｈは、非反転Ｂ、Ｇ信号からなる表
示信号Ｖ３１、Ｖ３２（Ｖｊ１、Ｖｊ２において、ｊ＝
３）のみをサンプルホールドして、後述する所定のタイ
ミングで、各表示信号Ｖｊ１、Ｖｊ２に基づく所定の信
号電圧を出力し、各信号線Ｓｋに接続されたＲ、Ｇ、Ｂ
各色信号に対応して設けられた液晶画素１１Ｒ、１１
Ｇ、１１Ｂに信号電圧を書き込む。
【００９８】次に、上述した構成を有する液晶表示装置
における動作について、図面を参照して説明する。図１
７は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用されるサン
プルホールド部の動作を示すタイミングチャートであ
る。ここでは、上述した本実施形態に係る液晶表示装置
の各構成を適宜参照しつつ説明する。
【００９９】上述したような構成を有するソースドライ
バ２０Ｃにおいて、図１５に示したように、シフトレジ
スタＳＲ１、ＳＲ２の各段から順次出力されるサンプリ
ングパルスＳＰＣｋ、ＳＰＤｋは、相互にクロック周期
の半分（０．５画素分に相当）だけずれたタイミングで
サンプルホールド部ＳＨＣの各サンプルホールド回路Ｓ
／Ｈに供給されることにより、サンプルホールド回路Ｓ
／Ｈを構成する４系統のサンプルホールド機能部ＳＨ
ａ、ＳＨｂ又はＳＨｃ、ＳＨｄにおける表示信号Ｖｊ
１、Ｖｊ２の取り込み動作のタイミングが、相互に０．
５画素分だけずれて実行される。この０．５画素分の取
り込みタイミングのずれは、第１の実施形態と同様に、
各信号線に接続される何れか２色の液晶画素の０．５画
素分の配置位置ずれに対応するものとなる。
【０１００】このとき、図１７に示すように、サンプル
ホールド部ＳＨＣの所定のサンプルホールド機能部（例
えば、サンプルホールド機能部ＳＨｃ、ＳＨｄ側）に、
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１Ｈ期間に、実質的に同時に（実際には、サンプルホー
ルド機能部ＳＨｃ側がサンプルホールド機能部ＳＨｄ側
に対して０．５画素分進んだタイミングで）、非反転Ｒ
ＧＢからなる表示信号Ｖｊ１（＋ｃ）及び反転ＲＧＢか
らなる表示信号Ｖｊ２（－ｄ）が個別に取り込まれ（サ
ンプリング）、保持（ホールド）される。
【０１０１】なお、図１７において、サンプルホールド
部ＳＨＣにサンプリングされる表示信号、及び、サンプ
ルホールド部ＳＨＣから出力される表示信号のうち、サ
ンプルホールド機能部ＳＨａ、ＳＨｃによりサンプリン
グ又は出力される非反転ＲＧＢからなる表示信号（又
は、該表示信号に基づく信号電圧）を、各々「＋ａ」、
「＋ｃ」と表記し、同様に、サンプルホールド機能部Ｓ
Ｈｂ、ＳＨｄによりサンプリング又は出力される反転Ｒ
ＧＢからなる表示信号（又は、該表示信号に基づく信号
電圧）を、各々「－ｂ」、「－ｄ」と表記する。
【０１０２】その後、サンプルホールド制御信号ＳＷ２
（信号周期：Ｈ／２）がサンプルホールド部ＳＨＣに供
給されることにより、次の１Ｈ期間において、Ｈ／２期
間毎に各サンプルホールド機能部（サンプルホールド機
能部ＳＨｃ、ＳＨｄ側）から、先の１Ｈ期間にサンプル
ホールドされた表示信号に対応する信号電圧（＋ｃ、－
ｄ）が信号線Ｓｋに順次出力される（サンプルホールド
機能部ＳＨｃ側に保持された表示信号（＋ｃ）が先のＨ
／２期間に出力され、サンプルホールド機能部ＳＨｄ側
に保持された表示信号（－ｄ）が後のＨ／２期間に出力
される。
【０１０３】このとき、先のＨ／２期間においては、サ
ンプルホールド機能部ＳＨｃ側に保持された信号電圧
（＋ｃ）が、選択状態にある走査線Ｇｎに接続された液
晶画素に出力され、後のＨ／２期間においては、サンプ
ルホールド機能部ＳＨｄ側に保持された信号電圧（－
ｄ）が、走査状態が進んで次に選択状態にある走査線Ｇ
n+1に接続された液晶画素に出力される。また、この１
Ｈ期間に、サンプルホールド部ＳＨＣの他のサンプルホ
ールド機能部（例えば、サンプルホールド機能部ＳＨ
ａ、ＳＨｂ側）に、実質的に同時に次の映像信号に対応
した表示信号Ｖｊ１（＋ａ）、Ｖｊ２（－ｂ）がサンプ
ルホールドされる。
【０１０４】すなわち、サンプルホールド部ＳＨＣに供
給されるサンプルホールド制御信号ＳＷ１の信号極性に
基づいて、サンプルホールド動作を行うサンプルホール
ド機能部と信号電圧出力動作を行うサンプルホールド機
能部が、１Ｈ期間毎に交互に切り替わる（ＳＨｃ、ＳＨ
ｄ→ＳＨａ、ＳＨｂ→ＳＨｃ、ＳＨｄ）。また、サンプ
ルホールド部ＳＨＣのサンプルホールド機能部ＳＨａ、
ＳＨｂ、又は、ＳＨｃ、ＳＨｄから出力される信号電圧
が、Ｈ／２毎の異なるタイミングで同一の信号線Ｓｋに
供給されるとともに、該信号電圧（表示信号）の信号極
性が、Ｈ／２（１走査線）毎に反転する。これにより、
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ライン反転駆動が実現される。一方、液晶表示パネル１
０Ａの走査線Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・は、上述したよ
うに、ゲートドライバ３０によりＨ／２期間毎に順次走
査されることにより、順次走査駆動が実現される。
【０１０５】さらに、フィールド反転信号ＦＳＷに基づ
いて、フィールドが切り替わるたびに、図１６に示した
サンプルホールド回路Ｓ／Ｈ内部においてサンプリング
パルスＳＰＣｋ、ＳＰＤｋのタイミングのずれ（Ｈ／
２）が反転し、かつ、図１７に示すように、サンプルホ
ールド制御信号ＳＷ２が反転することにより、サンプル
ホールド機能部ＳＨｄ（又は、ＳＨｂ）側がサンプルホ
ールド機能部ＳＨｃ（又は、ＳＨａ）側に対して０．５
画素分進んだタイミングで（実質的に同時に）、反転Ｒ
ＧＢからなる表示信号Ｖｊ２（－ｄ又は－ｂ）及び非反
転ＲＧＢからなる表示信号（＋ｃ又は＋ａ）が個別にサ
ンプルホールドされ、また、サンプルホールド機能部Ｓ
Ｈｄ（又は、ＳＨｂ）側に保持された表示信号（－ｄ又
は－ｂ）が先のＨ／２期間に出力され、サンプルホール
ド機能部ＳＨｃ（又は、ＳＨａ）側に保持された表示信
号（＋ｃ又は＋ａ）が後のＨ／２期間に出力される。こ
れにより、サンプルホールド回路Ｓ／Ｈのサンプルホー
ルド機能部ＳＨａ、ＳＨｂ又はＳＨｃ、ＳＨｄにおける
表示信号のサンプルホールド動作及び信号電圧出力動作
の順序が逆転することにより、フィールド反転駆動が実
現される。
【０１０６】したがって、本実施形態に係る液晶表示装
置及びその駆動制御方法によれば、上述した実施形態と
同様に、ＮＴＳＣ方式に対応したインターレース映像信
号を、走査線数４４０本の比較的大型の液晶表示パネル
に対して、走査線をフルライン走査して所定の画像情報
（テレビ映像）を表示することができるので、液晶表示
パネルの垂直解像度を向上することができて、良好な表
示品位を得ることができる。また、テレビ映像に対応し
て、表示画素（液晶画素）をデルタ配列した液晶表示パ
ネルに対して、該画素の配置に対応した表示信号を印加
することができるので、液晶表示パネルの水平解像度を
向上することができ、良好な表示品位を得ることができ
る。
【０１０７】さらに、本実施形態に係る液晶表示装置及
びその駆動制御方法によれば、単一のソースドライバを
液晶表示パネルの片側にのみ配置し、かつ、液晶表示装
置及びその周辺回路の回路設計上の大幅な変更を伴うこ
となく、液晶表示装置の駆動制御タイミングを変更する
ことにより、インターレース映像信号より全走査線の順
次走査を実現しつつ、ライン反転駆動及びフィールド反
転駆動を実現することができるので、装置構成の簡略化
及び製品コストの削減を図ることができる。また、従来
構成のパネルモジュールとの置き換えを可能として、本
発明に係わる液晶表示装置を容易に実現することができ
る。
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【０１０８】なお、本実施形態においては、表示信号切
替回路として、図１３に示したように、フィールド反転
信号ＦＳＷのタイミングに応じて、非反転ＲＧＢ信号を
そのままの信号位相で表示信号Ｖｊ１、Ｖｊ２としてソ
ースドライバ２０Ｃ（サンプルホールド部ＳＨＣ）に供
給する構成を示し、また、サンプルホールド部ＳＨＣを
構成するサンプルホールド回路Ｓ／Ｈとして、図１６に
示したように、特定のサンプルホールド機能部（ＳＨ
ｂ、ＳＨｄ）に反転アンプを設けて信号電圧の信号極性
（電圧極性）を反転して信号線Ｓｋに出力する構成を示
したが、本発明はこれに限定されるものではない。
【０１０９】すなわち、サンプルホールド部ＳＨＣから
信号線Ｓｋに出力される信号電圧が所定のタイミングで
信号極性が反転関係を有するように設定されるものであ
ればよく、例えば、図１８に示すように、表示信号切替
回路６０Ｂにおいて表示信号Ｖ１２、Ｖ２２、Ｖ３２が
出力される各出力端に反転アンプＡＭＰｘ、ＡＭＰｙ、
ＡＭＰｚを設けた構成を適用することができる。
【０１１０】この構成によれば、図１８に示すように、
フィールド反転信号ＦＳＷがＨｉレベルの状態（例え
ば、奇数フィールド）では、表示信号Ｖ１１、Ｖ２１、
Ｖ３１として、各々非反転Ｒ、Ｇ、Ｂの各信号が出力さ
れるとともに、表示信号Ｖ１２、Ｖ２２、Ｖ３２とし
て、各々反転Ｂ、Ｒ、Ｇの各信号が出力される。一方、
フィールド反転信号ＦＳＷがＬｏレベルの状態（例え
ば、偶数フィールド）では、表示信号Ｖ１１、Ｖ２１、
Ｖ３１として、各々非反転Ｂ、Ｒ、Ｇの各信号が出力さ
れるとともに、表示信号Ｖ１２、Ｖ２２、Ｖ３２とし
て、各々反転Ｒ、Ｇ、Ｂの各信号が出力される。
【０１１１】したがって、図１８に示した表示信号切替
回路６０Ｂによれば、表示信号Ｖｊ１として非反転Ｒ、
Ｇ、Ｂ信号が出力されて、サンプルホールド回路Ｓ／Ｈ
のサンプルホールド機能部ＳＨａ又はＳＨｃに供給さ
れ、表示信号Ｖｊ２として反転Ｒ、Ｇ、Ｂ信号が出力さ
れて、サンプルホールド回路Ｓ／Ｈのサンプルホールド
機能部ＳＨｂ又はＳＨｄに供給される。この場合、サン
プルホールド回路Ｓ／Ｈは、図１９に示すように、各サ
ンプルホールド機能部ＳＨａ～ＳＨｄの出力部には、信
号増幅機能のみを有する出力アンプＡＭＰａ、ＡＭＰ
ｂ′、ＡＭＰｃ、ＡＭＰｄ′を設けた構成が適用され
る。これにより、図１７に示したタイミングチャートと
同等の液晶表示装置の駆動制御が実現される。
【０１１２】
【発明の効果】本発明に係る液晶表示装置及びその駆動
制御方法によれば、マトリクス状に配設された複数の信
号線及び走査線の各交点近傍に、表示画素を配置した表
示手段と、二つのフィールド表示期間を有するインター
レース映像信号を供給する映像信号供給手段と、各走査
線を順次走査する走査駆動手段と、各信号線に上記イン
ターレース映像信号に基づく信号電圧を印加する信号駆
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動手段と、を備えた液晶表示装置において、上記走査駆
動手段が、上記インターレース映像信号の１水平走査期
間の半分の期間毎に、複数の走査線のうち、隣接した走
査線を順次走査するとともに、表示手段のフィールド表
示期間毎に、上記複数の走査線の走査を開始するタイミ
ングを１水平走査期間の半分の期間だけ異ならせるよう
に動作し、上記信号駆動手段が、信号線を介して、上記
走査タイミングに基づいて、上記走査駆動手段により順
次走査される隣接した走査線毎に接続された表示画素
に、信号極性を互いに反転させた、上記インターレース
映像信号の水平走査期間の表示信号に基づく信号電圧
を、１水平走査期間の半分の期間毎に印加するように動
作する。
【０１１３】そして、このとき、上記信号駆動手段は、
隣接した走査線毎に接続された表示画素に、信号極性を
互いに反転させた信号電圧を印加する順序を、フィール
ド表示期間毎に逆転させるように動作する。したがっ
て、液晶表示装置及びその周辺回路の回路設計上の大幅
な変更を伴うことなく、液晶表示装置の駆動制御タイミ
ングを変更する簡易な手法により、インターレース映像
信号に基づいて、走査線数４４０本の比較的大型の液晶
表示パネルに対して、全走査線の順次走査を実現しつ
つ、水平ライン毎に書き込まれる表示信号の信号極性を
反転するライン反転駆動、及び、奇数／偶数フィールド
毎に水平ラインに書き込まれる表示信号の信号極性を反
転するフィールド反転駆動を実現することができるの
で、液晶表示パネルの垂直解像度を向上して、良好な表
示品位を得ることができる。また、製品コストの上昇を
抑制しつつ、従来構成のパネルモジュールとの置き換え
を可能として、本発明に係る液晶表示装置を容易に実現
することができる。
【０１１４】また、本発明に係る液晶表示装置及びその
駆動制御方法によれば、上記構成のいて、表示手段が、
テレビ映像に対応して、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）
の各色信号に対応した３種類の表示画素相互が均一に配
置されたデルタ配列構造を有し、信号駆動手段が、一水
平走査期間毎に、隣接走査線毎の表示画素の配置に対応
したタイミングで映像信号を取り込んで、走査線毎に接
続された表示画素に対応する色信号の信号電圧を、１水
平走査期間の半分の期間毎に信号極性を交互に反転させ
て表示画素に印加するように動作する。これにより、液
晶表示装置を用いてテレビ映像を表示した場合であって
も、画像の輪郭が不均一になったり、色ずれを生じる等
の現象を抑制して水平解像度を向上して、良好な表示品
位を得ることができる。
【０１１５】なお、上述した構成を有する液晶表示装置
において、信号駆動手段は、表示手段を介して、例え
ば、互いに同一の信号線に接続されて上方及び下方に一
対設け、各信号駆動手段から、所定のタイミングで同一
の信号線に対して、非反転信号及び反転信号に基づく信
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号電圧（表示信号）を交互に印加するように動作させる
ものであってもよい。このような構成によれば、一方の
信号駆動手段によりインターレース映像信号の非反転信
号を、また、他方の信号駆動手段によりインターレース
映像信号の信号極性を反転した反転信号を取り込み、１
水平走査期間の半分の期間毎に出力することができるの
で、各信号駆動手段の機能を明確に区別して、回路設計
上の繁雑さを低減することができる。
【０１１６】また、上述した構成を有する液晶表示装置
において、表示手段に対して、一方側に単一の信号駆動
手段が設けられ、該信号駆動手段が、少なくとも、イン
ターレース映像信号の非反転信号及び反転信号を個別に
取り込み、保持する一対のサンプルホールド手段を備
え、一方のサンプルホールド手段によりインターレース
映像信号の非反転信号を、また、他方のサンプルホール
ド手段によりインターレース映像信号の信号極性を反転
した反転信号を取り込み、１水平走査期間の半分の期間
毎に、同一の信号線に対して、一対のサンプルホールド
手段から非反転信号及び反転信号に基づく信号電圧を交
互に印加するように動作させるものであってもよい。こ
のような構成によれは、装置構成の簡略化及び製品コス
トの削減を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る液晶表示装置の全体構成を示す概
略ブロック図である。
【図２】本発明に係る液晶表示装置に適用される液晶表
示パネル及びゲートドライバを示す概略構成図である。
【図３】本発明に係る液晶表示装置に適用されるタイミ
ングジェネレータの要部構成を示すブロック図である。
【図４】本発明に係る液晶表示装置に適用されるゲート
ドライバにおける走査開始タイミングを示すタイミング
チャートである。
【図５】本発明に係る液晶表示装置に適用される順次走
査駆動における映像信号の表示状態を示す表である。
【図６】本発明に係る液晶表示装置の第１の実施形態を
示す要部構成図である。
【図７】第１の実施形態に係る液晶表示装置に適用され
るクロマインターフェース回路を示す概略構成図であ
る。
【図８】第１の実施形態に係る液晶表示装置に適用され
る表示信号切替回路を示す回路構成図である。
【図９】第１の実施形態に係る液晶表示装置に適用され
るソースドライバのサンプルホールド回路を示す回路構
成図である。
【図１０】第１の実施形態に係る液晶表示装置に適用さ
れるシフトレジスタの動作を示すタイミングチャートで
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ある。
【図１１】第１の実施形態に係る液晶表示装置に適用さ
れるサンプルホールド部の動作を示すタイミングチャー
トである。
【図１２】本発明に係る液晶表示装置の第２の実施形態
を示す要部構成図である。
【図１３】第２の実施形態に係る液晶表示装置に適用さ
れる表示信号切替回路を示す回路構成図である。
【図１４】第２の実施形態に係る液晶表示装置に適用さ
れるソースドライバのシフトレジスタを示す概略構成図
である。
【図１５】第２の実施形態に係る液晶表示装置に適用さ
れるシフトレジスタの動作を示すタイミングチャートで
ある。
【図１６】第２の実施形態に係る液晶表示装置に適用さ
れるソースドライバのサンプルホールド回路を示す回路
構成図である。
【図１７】第２の実施形態に係る液晶表示装置に適用さ
れるサンプルホールド部の動作を示すタイミングチャー
トである。
【図１８】第２の実施形態に係る液晶表示装置に適用さ
れる表示信号切替回路の他の例を示す回路構成図であ
る。
【図１９】第２の実施形態に係る液晶表示装置に適用さ
れるサンプルホールド回路の他の例を示す回路構成図で
ある。
【図２０】従来技術における液晶表示装置を示す概略構
成図である。
【図２１】液晶表示装置におけるインターレース駆動方
式の駆動制御方法を示すタイミングチャートである。
【図２２】液晶表示装置におけるペアライン駆動方式の
駆動制御方法を示すタイミングチャートである。
【図２３】従来技術における表示画素がデルタ配列され
た液晶表示パネルを示す概略構成図である。
【符号の説明】
１０、１０Ａ            液晶表示パネル
２０、２０Ａ～２０Ｃ    ソースドライバ
３０                    ゲートドライバ
４０                    ＬＣＤコントローラ
５０、５０Ａ～５０Ｃ    クロマインターフェース回路
６０Ａ、６０Ｂ          表示信号切替回路
ＳＨＡ～ＳＨＣ          サンプルホールド部
ＳＨα、ＳＨβ、ＳＨａ～ＳＨｄ    サンプルホールド
機能部
ＳＨｘ～ＳＨｚ          サンプルホールドタイミング
設定部
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于将基于显示信号的信号电压施加到每个液晶像素11R，11G，11B，并
将显示信号提供给每个源极驱动器20A，20B。 以及用于切换状态的显
示信号切换电路60A。
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